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委員長 事務局長 

分類 保存期間 文書番号   

種 永年 ５１ 

教 育 民 生 常 任 委 員 会 記 録 

日 

時 
令和 ３年 ３月１６日（火） 

開会 

閉会 

午前 ８時５８分 

午後 １時１６分 

会 

場 

総合保健福祉セ

ンター２階会議

室１ 

出 

席 

者 

 委 員 長 佐々木 學    副委員長 柿谷  悟 

 委  員 豊島美代子    委  員 西村 泰一 

 委  員 大﨑  稔    委  員 吉野 寛招 

 委  員 西山  慶    委  員 髙橋 立一 

市 

側 

出 

席 

者 

 副 市 長（ 松岡 哲也 ）  教 育 長（ 細木 忠憲 ） 

 学校教育課長（ 北川 洋子 ）  生涯学習課長（ 岡本 憲仁 ） 

 海洋スポーツパーク構想推進監（ 高橋 孝典 ）  子ども・子育て支援課長（ 中山  明 ） 

 福祉事務所長（ 井上 幸一 ）  長寿介護課長（ 吉本加津代 ） 

 健康推進課長（ 森光 澄夫 ）  環境保全課長（ 嶋﨑 貴寿 ） 

 市 民 課 長（ 松浦 永治 ）  総 務 課 長（ 梅原健一郎 ） 

【事務局】局長：小野 昌司     主監 堅田 智也 

欠 

席 

者 

 なし 

記 

録 

者 

堅田 智也 

議    題 

（１）市議案について 

 市議案第 ４号 須崎市立上分交流会館の設置及び管理に関する条例 

         の制定について             原案可決 

 市議案第 ５号 須崎市立久通交流会館の設置及び管理に関する条例 

         の制定について             原案可決 

 市議案第１０号 須崎市立スポーツセンターの設置及び管理に関する 

         条例の一部を改正する条例について    原案可決 

 市議案第１１号 須崎市立公民館設置条例の一部を改正する条例につ 

         いて                  原案可決 

 市議案第１２号 須崎市立公民館及び学校使用条例等の一部を改正す 

         る条例について             原案可決 

 市議案第１３号 須崎市介護保険条例の一部を改正する条例について 

                             原案可決 
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 市議案第１４号 須崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に 

         関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 

         について                原案可決 

 市議案第１５号 須崎市焼物工房の設置及び管理に関する条例を廃止 

         する条例について            原案可決 

 市議案第１７号 専決処分の承認について         原案承認 

 市議案第１８号 令和３年度須崎市一般会計予算について  原案可決 

 市議案第２１号 令和３年度須崎市スクールバス特別会計予算につい 

         て                   原案可決 

 市議案第２２号 令和３年度須崎市国民健康保険特別会計予算につい 

         て                   原案可決 

 市議案第２３号 令和３年度須崎市後期高齢者医療特別会計予算につ 

         いて                  原案可決 

 市議案第２７号 令和３年度須崎市介護保険特別会計予算について 

                             原案可決 

 市議案第２９号 令和２年度須崎市一般会計補正予算（第１１号）に 

         ついて                 原案可決 

 市議案第３１号 令和２年度須崎市国民健康保険特別会計補正予算 

         （第２号）について           原案可決 

 市議案第３２号 令和２年度須崎市後期高齢者医療特別会計補正予算 

         （第２号）について           原案可決 

 市議案第３４号 令和２年度須崎市介護保険特別会計補正予算（第３ 

         号）について              原案可決 

 市議案第３６号 指定管理者の指定について        原案可決 

 市議案第３７号 指定管理者の指定について        原案可決 

 市議案第３８号 指定管理者の指定について        原案可決 

 

（２）請願・陳情について 

 陳 情第２１号 「妊産婦医療費助成制度創設」を求める陳情書《継 続》 

       不 採 択 
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教育民生委員会記録《令和 ３年 ３月１６日》 

 

○午前 ８時５８分 開会 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○佐々木委員長＝ただいまより教育民生委員会を開議いたします。 

 なお、議事に入る前に、議事の進行に当たりましては、挙手により委員長の許可を

得てから発言を行うようお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 今議会教育民生委員会に付託されました議案の審査を行います。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第４号 須崎市立上分交流会館の設置及び管理に関する条例の 

制定について 

 

○佐々木委員長＝まず、市議案第４号須崎市立上分交流会館の設置及び管理に関する条

例の制定についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第４号須崎市立上分交流会館の設置及び管理に関する条

例の制定について御説明いたします。 

 議案書１１から１５ページです。 

この議案につきましては、上分地区で結成された地域自主組織により地域づくりを

進めていく上で、上分公民館を生涯学習の他、地域課題の解決や地域振興を図るため

の活動拠点として利用可能な施設とするため、須崎市立上分交流会館として設置する

ことについて、地方自治法第２４４条の２の規定に基づき、必要な事項を定めるもの

でございます。 

 内容につきましては、 

第１条設置では、地域の活性化を図り、明るく豊かな市民生活の向上に寄与すると

ともに、生涯学習を推進する施設として須崎市立上分交流会館を設置するとし、 

第２条では名称、位置を、第３条、第４条、第５条で指定管理による管理、業務、

権限について定めております。 

第６条では休館日について、第７条では利用期間の制限、第８条では利用時間、第

９条では利用の許可等、第１０条では目的外利用等の禁止、第１１条では利用の許可

の取消し等について、第１２条、第１３条、第１４条では使用料、使用料の減免、還

付について、第１５条から第２１条までは利用者の責務、設置の制限、原状回復の義
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務、管理上の立入り、遵守事項、入場の制限、損害賠償を定めるとともに、第２２条

では、この条例に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるとしております。 

 なお、附則としまして、第１項で、この条例の施行日を令和３年４月１日とし、第

２項で、この条例の制定に伴い、須崎市立公民館及び学校使用条例に定めていた上分

公民館の使用料の規定を削除することとしております。 

 また、本条例の別表、第１２条の使用料につきまして、定めることといたしており

ます。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝これ全体的に、これ以外もなんですけれども、会場の使用料が非常に高い

というふうに思いますけど、これはまた、今、ここのところで生涯学習課長に、まあ

全体が生涯学習課のほぼほぼ管轄なんですけど、これはどんなふうに思っておいでる

がでしょうね。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝私の所感といたしまして、そんなに高いとは感じておりません。

以上でございます。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝まあ、本当にここを拠点に、どれだけ自主組織として成熟した議論がなさ

れたのかっていうのはちょっと分かりませんけれども、自主組織に向かってですよね、

分かりませんけれども、やっぱりここを拠点に地域の課題解決なんかを進めていこう

というふうなことで非常に頑張って、やっぱりここが拠点にもなるわけですが、そこ

の地域の人が大体これ使うわけですからね、日頃からいろんな意味で、何かそんな意

味では、もう本当に地域にほぼ無料に近い金額で開放したらいいっていうような考え

方が須崎市側にあってもいいように思いますけど、教育長にお聞きしていいですか。 

○佐々木委員長＝教育長。 

○細木教育長＝必要な場合には減免の制度もございますので、特段高いという判断はい

たしておりません。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 
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――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第５号 須崎市立久通交流会館の設置及び管理に関する条例の 

制定について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第５号須崎市立久通交流会館の設置及び管理に関

する条例の制定についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第５号須崎市立久通交流会館の設置及び管理に関する条

例の制定について御説明いたします。 

 議案書は１６、１７ページでございます。 

この議案につきましては、須崎市立久通地域総合コミュニティセンターの指定管理

者である高知県漁業協同組合久通支所の廃止に伴い、同コミュニティセンターを指定

管理から市の管理へ戻すため、同コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例

の全部を改正するものでございます。 

 改正内容でございますが、第１条設置では、地域住民の交流を図り、福祉の増進に

資するため須崎市立久通交流会館を設置するとし、第２条では名称、位置を、第３条

で管理を、第４条では原状回復の義務を、第５条では損害賠償を、第６条では使用料、

第７条では、この条例に定めるもののほか、必要な事項は別に定めることとしており

ます。 

 なお、附則としまして、この条例は令和３年４月１日から施行することといたして

おります。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝これは、もし、結局市のほうが許可を与えるというものになろうかと思う

のですけれども、問合せ先っていうのは生涯学習課になって、それで、例えば利用し

たい人がそこで鍵を借りたりして、利用して、無料で使わせてもらうということにな

るんでしょうか。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝豊島議員のおっしゃるとおりでございまして、外から来られた方

は生涯学習課にお問合せになると思うんですが、ほぼ地元の使用を前提としておりま

して、地元の部落長様には鍵をお渡しして、無料で使っていただけるという状況でご

ざいます。 

以上でございます。 
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○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議はありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１０号 須崎市立スポーツセンターの設置及び管理に関する 

条例の一部を改正する条例について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１０号須崎市立スポーツセンターの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第１０号須崎市立スポーツセンターの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

議案書は２７から３０ページでございます。 

 この議案につきましては、海洋スポーツパーク構想に基づき、現在、浦ノ内坂内地

区に建設中であります坂内カヌー場体験学習施設が令和３年３月に竣工予定となっ

たことなどから、須崎市立スポーツセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する必要が生じましたため、所要の改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、第３条でよこなみオートキャンプ場とカヌー場施設を併

せてカヌー場とすることとし、第７条にカヌー場管理棟及び体験学習棟に連続して宿

泊利用する場合の規定を追加しております。 

 別表第１の改正は、体験学習施設の使用料の設定とキャンプ場宿泊料等の規定の削

除、体験学習棟並びに管理棟での宿泊使用料の設定等であります。 

 別表第２の改正は、ドラゴンカヌーの利用料金の限度額を１人１回当たり１，５０

０円から１艇１回当たり４万円に変更するものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行することといた

しております。以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝この施設で、例えばですが、このカヌー場の体験学習棟で宿泊をするとか
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いう場合に、例えばなんですけれども、里帰りをしてきた家族がここで泊まってみよ

うかみたいなことになった時に、そこにガスカセットコンロなんかを持ち込んで、そ

れで、ここのカヌー場研修棟の、その研修棟というところですね、１区画が幾らと書

いてありますけど、ここで使って、自分たちで持ち込んだ器具、そういうものを使う、

あるいは自分たちで寝具を持ち込む、そんな使い方っていうのも、この１人２，００

０円と、それからそのあと研修棟の利用料の１００円とか２００円とかを支払って使

用するということが可能ということでしょうか。 

○佐々木委員長＝海洋スポーツパーク構想推進監。 

○高橋海洋スポーツパーク構想推進監＝お答えいたします。 

カヌー場での宿泊営業につきましては、現在のところ、スポーツを行うためにスポ

ーツセンターを２日間以上連続して使用する５名以上の団体を使用団体というふう

に今のところ設定をしております。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１１号 須崎市立公民館設置条例の一部を改正する条例につ 

いて 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１１号須崎市立公民館設置条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第１１号須崎市立公民館設置条例の一部を改正する条例

について御説明いたします。 

 議案書は３１、３２ページでございます。 

この議案は、須崎市公民館設置条例の一部を改正する必要が生じましたため、所要

の改正を行うものであります。 

 第４条第２項 については、公民館館長を非常勤の特別職から会計年度任用職員に

整理したことにより、削除するものでございます。 
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 第５条につきましては、社会教育法第２９条第１項 において、公民館の運営審議

会の設置については、任意設置である、「置くことができる」に改正されており、こ

れに合わせて同条中、「置く」を「置くことができる」に改正するものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、令和３年４月１日から施行することとい

たしております。 

 以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝これは、非常勤の館長は、この勤務をする場合の上限の年数というものは

ありませんか。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝会計年度任用職員と同じでございまして、年度、年度で雇用でご

ざいますが、最大３年まで雇用が可能でございます。その後は、また再度選考という

ことになります。 

○佐々木委員長＝総務課長。 

○梅原総務課長＝今のをちょっと補足させていただきますと、会計年度任用職員として

の雇用になりますと、年度ごとということですが、ずっと延長が可能でございます、

更新、更新で。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１２号 須崎市立公民館及び学校使用条例等の一部を改正す 

る条例について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１２号須崎市立公民館及び学校使用条例等の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝それでは、市議案第１２号須崎市立公民館及び学校使用条例等の
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一部を改正する条例について御説明いたします。 

 議案書の３３、３４ページでございます。 

この議案につきましては、公民館の使用料は、一部の施設を除き、前納制となって

おりますが、新型コロナウイルス感染症の流行により、施設の利用自粛及び利用が中

止となった場合、使用料の還付処理が発生したことを踏まえて、今後においては、市

民サービスの向上を目的として、特別な事情があると認められる場合には、文化会館

やスポーツセンターと同様に、使用料の後納による対応を可能とするため、所要の改

正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、第１条から第４条までのそれぞれの施設の使用料に関す

る条項につきまして、「市長が必要と認めるときは、この限りでない。」とのただし

書を加えるものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、令和３年４月１日から施行することとい

たしております。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。ありませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１３号 須崎市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１３号須崎市介護保険条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝長寿介護課です、よろしくお願いいたします。 

 議案書３５ページから３６ページでございます。 

今回の改正は、介護保険法の規定に基づき策定いたしました令和３年度から令和５

年度までの３年間の第８期介護保険事業計画及び介護保険法施行令の改正に基づき、

介護保険条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 議案書３６ページをお願いいたします。第３条の改正につきましては、第８期の介
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護保険事業計画に基づき、保険料基準額は変更せず、第１項中、「平成３０年度から

令和２年度」を「令和３年度から令和５年度」に改め、同条第２項から第４項までの

規定中、「令和２年度」を「令和２年度から令和５年度までの各年度」に改めるもの

でございます。 

 第６条の改正につきましては、保険料算定に係る当該年度の合計所得が租税特別措

置法に規定される譲与所得等の特例控除申告により、控除後の額がゼロを下回る場合

にゼロとするものでございます。 

 附則第７条中の改正は、第６条改正に伴う字句の整理でございます。 

 なお、附則といたしまして、第１条では、施行期日について、この条例は、令和３

年４月１日から施行するとし、第２条では、経過措置として、この条例による改正後

の須崎市介護保険条例第３条の規定は、令和３年度以降の年度分の保険料について適

用し、令和２年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によるといたして

おります。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１４号 須崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に 

関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１４号 須崎市指定居宅介護支援等の事業の人

員及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例についてを議題と

いたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝市議案第１４号須崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運

営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例について御説明をいたしま
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す。 

 議案書３７ページから６２ページでございます。 

今回の改正につきましては、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関

する基準等の一部を改正する省令が令和３年１月２５日に公布されたことから、これ

に関係する４条例について、それぞれ一部改正するものでございます。 

新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生する中において、「感染症や災害へ

の対応力強化」を図るとともに、「地域包括ケアシステムの推進」、「自立支援・重

度化防止の取組の推進」、「介護人材の確保・介護現場の革新」、「制度の安定性・

持続可能性の確保」を図るための内容となっております。 

 なお、本条例は、 

第１条で、須崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例、 

第２条で、須崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例、 

第３条で、須崎市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例、 

第４条で、須崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例をそれぞれ改正する内容となっております。 

 改正の主な内容につきましては、新型コロナウイルス感染症の発生及び蔓延等に関

する取り組みの徹底として、指針整理や研修及び訓練の実施、介護職の人員不足に対

応するための職種及び員数制限の緩和、高齢者虐待防止のための措置に関する事項、

介護従事者の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化、いわゆるハラ

スメント対策の強化、電磁的報道による記録等を可能とする事項や面会及び会議等の

方法として、テレビ会議等ＩＣＴの活用、感染症及び非常災害発生時における業務継

続計画策定等となっております。 

 それでは、３８ページ、 

まず、第１条の一部改正につきましては、第２条改正により利用者の人権擁護、虐

待防止等のための体制整備と従業者への研修実施等、第１５条では、会議等において、

テレビ電話装置等を活用した会議を可能とする事項、第２０条で虐待防止のための措

置に関する事項、第２１条で業務継続計画の策定等、第２３条においては感染症の予

防及び蔓延防止のための措置、第２９条では虐待防止に関する事項、第３３条におい

ては電磁的記録等について規定をされております。 

続いて、４０ページ下段から５２ページ、 

第２条の改正につきましては、第３条及び第３２条、第４１条、５６条、６０条、

７４条、１０１条、１２３条、１４６条、１７０条、１８８条に虐待防止のための措
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置に関する事項を規定しております。第３３条において業務継続計画の策定、第１２

４条では介護従事者の就業環境が害されることを防止するハラスメント対策につい

ての必要な措置を、第１６６条においては、栄養管理及び口腔衛生の管理を定めてお

ります。 

 また、雑則として、作成、保存その他これらに類するものの内、本規定に係るもの

については、電磁的記録により行うことについて規定をしております。 

 続きまして、５２ページから５４ページ、 

第３条の改正につきましては、利用者の人権の擁護及び虐待防止に関する事項とし

て、第２条、１９条、２８条にて定めております。第２０条は感染症や非常災害の発

生時における業務継続計画の策定等、第２２条では感染症の予防及び蔓延防止のため

の措置、第３２条においては会議にテレビ電話装置等を活用することについて、 

 また、第６章雑則として、記録の保存・交付について、書面にかえて電磁的方法に

よることができると規定をしております。 

 続きまして、５４ページから５９ページ、 

第４条の改正につきましては、第３条、２８条、３８条、５８条、８１条において、

虐待防止のための措置に関する事項等として改正をしております。また、第２９条で

は介護従事者の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な

措置及び業務継続計画の策定等を定め、第３１条では、非常災害対策としての訓練実

施に当たり、地域住民の参加が得られるよう、連携に努めなければならないとしてお

ります。第３２条では感染症の予防及び蔓延の防止のための委員会の開催、指針整備、

研修及び訓練の定期的な実施を定め、第７２条、７３条、７５条で認知症対応型共同

生活介護事業所について、地域の特性に応じたサービスの整備・提供を促進する観点

から改正を定めております。 

 第５章雑則として、第９２条では、記録の保存等に係る見直しとして、その保存及

び交付等について、電磁的方法を認めることと定めております。 

 なお、附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行することとし、

ただし、第１条中、指定居宅介護支援等基準第１５条第２０号の次に１号を加える改

正規定は、令和３年１０月１日から施行するとしております。また、第２条から１１

条においては、それぞれの事項についての経過措置期間を定めております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝これは、基準の緩和をする部分が、例えば職員の配置の問題なんかについ

てもあるということで、利用者側から見たときには、非常にそこら辺が心配になると

ころですが、具体的にはどんなふうなことになりそうですかね、それを対応するため

に。例えば、人員の緩和ができますよという内容になっていますよね、この中で、そ
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したら、人員の緩和をしていいですよということになったら、場合によったら、人が

足らんかったら、足らんなりにやっていいですよみたいなことにもなってくる訳なん

ですけれども、そこら辺で放置をしておったらいかんように思うんですが、国の制度

がそんなふうに変わったからといって、今でも本当に厳しい現場ですから、そのまま

ではいかんように思うんですけど、それに対して何か手当てされることがありますか。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝現時点で、特に手当てをされるようなことというふうには伝わっ

てきてませんけれども、例えば認知症のグループホームの場合に、今現在は１ユニッ

ト１人って、夜勤体制のケースなんですけれども、決まっているものが、３ユニット

２人でいいよっていうふうに緩和されるというのは、具体的な例としては挙げられて

います。どの状況にしても、やっぱり利用者の安全性とかいうのが一番大事なことで

すので、そこをなおざりにするべきではないと思いますし、そういう改正ではないと

いうふうには考えております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝須崎市の場合にはその３ユニットの施設がないから、具体的に言ったら、

その部分については変わらないかなとも思うところなんですけれども、それに対して、

全体的にですよね、今回、その人が足らんし、基準も緩和しましょうというところに

来ているのかなと思って、非常に国における制度の改正、改悪というのを心配すると

ころなんですけれども、人が足らんから別のところで、例えば、いろんな意味で、そ

のＩＣＴなんか使っていいですよみたいなことにも、職員同士の会議とかでもなって

いるんですけども、そのときの財源保障みたいなことについては、施設で用意するん

でしょうか、それとも何か手当てされるんでしょうか。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝ＩＣＴの件につきましては県の補助金というのが用意されてお

りまして、２分の１の補助金になるんですけれども、その事業所の規模に応じた上限

額を設定された形の補助が用意されてはおります。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝その差額補填を須崎市もしましょうみたいなことは議論されていますか。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝現時点で、須崎市が補助というのは、特には今、検討している段

階にはございません。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝委員長、私は、この条例のその提案に対して、賛成はいたします。 
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賛成は致しますけれども、国において、非常に、国としてやっぱり手当てをしてい

ない中で、人材も確保がなかなか出来ないというところで、いろんな基準の緩和とか

も出てきたと思います。 

一方では、そういう状況に対して国は対応をしていないにも関わらず、いろんな施

設に対して、虐待防止の問題とか避難訓練とかに当たっては地域住民の参加を求める

ようにしなさいとかいうふうなことで、訓練の実施を求めているとかいうふうなこと

で、非常に、事業所自体にとっては、あるいは、サービスを受ける皆さん方にとって

は水準が厳しくなる、下がるというような状況になっているという問題点があると。 

しかし、もう一旦国で決まって、これに則ってやっていかなければならないので、

須崎市としても、今後は、施設側の要望なんかもいろいろと聞きながら、市としても

必要があれば対応もしていくということを要望して、条例案には賛成するという意見

を申し上げたいと思います。委員長報告でそういう報告をしてほしい。 

○佐々木委員長＝ちょっと暫時の間、休憩。 

 

午前 ９時２８分 休憩 

午前 ９時２９分 再開 

 

○佐々木委員長＝そしたら、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１５号 須崎市焼物工房の設置及び管理に関する条例を廃止 

する条例について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、須崎市焼物工房の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第１５号須崎市焼物工房の設置及び管理に関する条例を
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廃止する条例について御説明いたします。 

 議案書６３、６４ページでございます。 

この議案につきましては、同工房の土地所有者である「社会福祉法人くすのき」よ

り焼物工房の解体撤去の申出があり、同工房の解体撤去を予定しております。これに

伴い、須崎市焼物工房の設置及び管理に関する条例を廃止するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行することといたしてお

ります。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１７号 専決処分の承認について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１７号専決処分についてのうち、当委員会付託

分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市民課です。市議案第１７号 別冊 令和２年度須崎市一般会計補正

予算（第１０号）につきまして、市民課所管分の御説明をいたします。 

 補正予算書の５ページを御覧ください。歳出でございます。 

第２款 総務費 第３項 戸籍住民基本台帳費 第１目 戸籍住民基本台帳費、報償費 １

００万円の更正は、地方創生臨時交付金事業費、マイナンバーカード普及促進事業費

で、マイナンバーカードを新規に取得しました市民の方へ配布する２，０００円相当

の商品券５００万円分の購入費でございます。 

 続きまして、４ページを御覧ください。歳入でございます。 

第１５款 国庫支出金 第２項 国庫補助金、１目 総務費国庫補助金、総務管理費補助

金ですが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金７，１００万円の増額

のうち１００万円ですが、これは、先ほど御説明いたしましたマイナンバーカード普

及促進事業に全額充当する補助金でございます。 
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以上でございます。 

○佐々木委員長＝健康推進課長。 

○森光健康推進課長＝続きまして、健康推進課分について御説明いたします。 

 別冊 補正予算書５ページを御覧ください。 

第４款 衛生費 第１項 保健衛生費 第２目 予防費 １，５９９万５，０００円の補正

につきましては、感染症対策事業費といたしまして、新型コロナウイルスワクチン接

種準備に係るものでございます。主なものといたしましては、需用費といたしまして、

接種券、マスク、手袋等の接種時に使用する物品に係る消耗品、委託料は、システム

改修に係る委託料、備品購入費につきましては、薬用の冷蔵庫、また冷凍庫、プリン

ター等に係るものでございます。事業費の全額が国の補助金での対応となっておりま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝私は、この感染症対策費については全く異議を申し上げるものではござい

ませんが、このマイナンバーカードを発行するということについては反対です。 

 ちょっとお聞きしますけれども、県内ではこの予算を、地方創生臨時交付金なんか

を使って、こういう形で商品券を市民の皆さん方につけてカードの普及を進めるとい

う対応をしている市町村は、どういうところがありますか。 

○佐々木委員長＝市民課長。 

○松浦市民課長＝他の市町村としましては、宿毛市様が、申請者に対しまして商品券１

万円を配布しております。あと四万十町様が、同じく申請者に対して商品券５，００

０円分を配布しておりまして、両市とも非常に交付率が向上しております。以上でご

ざいます。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝私は、このマイナンバーカードそのものに、非常に異議がありますし、こ

れはそんなに、マイナンバーカード大丈夫ですよっていうふうな、こんなカードを配

られていますけれども、総務委員会でこれに関連する議案が出てきたときに、宮田委

員のほうからこの危険性について申し上げていますけれども、委員会が変わるから同

様な発言になりますけれども、マイナンバーカードの中で電子証明書というものがあ

るわけですけれども、その電子証明書には発行ナンバー、発行番号というものがあり

まして、その発行番号が、利用制限が全くかかっていないというふうなことで、これ

によっていろんなものが今後紐づけされていくと。だから、マイナンバーをつけるだ

けじゃなくて、マイナンバーカードの発行を国として進めているという、今のその日

本の国の方向性、デジタル庁をつくる云々というようなことも言ってますけれども、

そこに非常に監視社会にこれから向かっていく、全てのものが紐づけになっていくと
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いうふうなことで、息苦しい世の中になるということを非常に懸念をしておりまして、

このマイナンバーカードを普及するに当たって、こういった問題点も市民の皆さん方

にお知らせもせずに、全くいいものですよ、すばらしいものですよみたいなことで２，

０００円の商品券をつけて普及を図ろうとする、その須崎市側のやり方についても、

本当にそれで市民を尊重しているのかなと、人権を尊重しているのかなというふうな

思いもいたしまして、この議案、その予算には反対をするものです。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝今、豊島さんの御意見ありました。ほかにはありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○佐々木委員長＝挙手多数であります。よって、本案は、原案のとおり承認すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第１８号 令和３年度須崎市一般会計予算について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第１８号令和３年度須崎市一般会計予算について

の当委員会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市民課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、市議案第１８号令和３年度須崎市一般会計予算の市民課所管分につきま

して、別冊 令和３年度当初予算主要事業説明書より御説明いたします。 

 まず、説明書の４８ページでございます。 

第２款 総務費 第１項 総務管理費 第９目 諸費 細目２ 臨時ナンバー交付等事務

費は、自動車臨時運行ナンバー交付に係る事務費としまして １万２，０００円を計

上しております。これは、臨時運行許可番号プレートの貸出しに関する事務費でござ

います。 

 続きまして、説明書の６４ページをお願いいたします。 

第３項 戸籍住民基本台帳費 第１目 戸籍住民基本台帳費 細目２ 戸籍住民基本台

帳費は、戸籍システム改修・保守委託料、住基ネットシステム保守委託料、その他一

般事務費としまして ９２９万２，０００円を計上しております。昨年度より ３３１

万８，０００円の減額となっておりますが、これは、主に戸籍システム改修委託料の
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減額によるものです。 

 次のページを御覧ください。 

細目４ マイナンバーカード交付事務費 ５３３万２，０００円は、マイナンバーカ

ード交付に関する会計年度任用職員の人件費及び住基ネット統合端末等、コンピュー

ター端末追加の委託料です。 

 続きまして、説明書の７４ページでございます。 

第３款 民生費 第１項 社会福祉費 第１目 社会福祉総務費、細目７ 国民健康保険

特別会計繰出金 ２億９，７２７万円は、保険基盤安定分、財政安定化事業分、そし

て、事務費等分を合わせまして計上しております。昨年度より７８９万７，０００円

の減額となっておりますが、これは国保の被保険者の減少によるものでございます。 

 続きまして、説明書の１１４ページでございます。 

第５目 老人福祉費 細目１８ 後期高齢者医療事業費 ５億５，５２１万円は、 

内訳としまして、 

広域連合運営のための負担金としまして、後期高齢者医療広域連合業務負担金を 

１，４７９万７，０００円、 

保険給付費に係る市町村負担分として、後期高齢者医療療養給付費負担金を 

４億９１９万１，０００円、 

基盤安定負担分や事務費分として、後期高齢者医療特別会計に対する繰出金を 

 １億３，１２２万２，０００円を計上いたしております。 

 続きまして、１ページめくっていただいて、説明書１１６ページでございます。 

第６目 国民年金費 細目１ 国民年金費 １４万４，０００円は、国民年金に関する事

務に要する消耗品費等事務費経費となっております。 

 続きまして、説明書の１７９ページでございます。 

第４款 衛生費 第１項 保健衛生費 第１目 保健衛生総務費 細目１２ 健康づくり

事業費 ３９７万３，０００円は、後期高齢者への健康診断の勧奨及び実施に要する

経費でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝令和３年度の福祉事務所が所管する当初予算について、主なもの

につきまして説明させていただきます。 

当初予算主要事業説明書は７２ページからでございます。 

 まず、３款 民生費 １項 社会福祉費でございます。細目０２ 社会福祉総務費  

４，６７５万３，０００円でございますが、 

主な内訳につきましては、 

民生委員児童委員協議会補助金 ４７２万３，０００円、戦没者追悼式委託料 ６６

万円、社会福祉協議会運営補助金 ４，０９１万６，０００円であります。 
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次のページの 

細目０４ 行旅病人救護費として１７万円、 

次で、７５ページの 

細目０９ 地域福祉計画策定事業費として １５万３，０００円を計上しております。 

 次のページの 

細目１５ あったかふれあいセンター事業費として ２，５０９万８，０００円であ

りますが、地域福祉の拠点として活動を行うもので、 

その内訳としまして、 

社会福祉協議会に １，２８２万２，０００円、 

浦ノ内地区自主組織へ ６２７万２，０００円。 

そして、新たに安和地区での拠点を追加して、集落活動センターあわに ６００万

３，０００円を委託料として支出するものであります。 

 続きまして、７７ページの２目 障害者福祉費でございます。 

細目０１ 障害者福祉費 ４２６万円でございますが、障害福祉全般に要する経費を

計上しております。 

 その次のページの 

細目０４ 重度心身障害児者医療費 ５，１００万円でございますが、重度心身障害

児者の医療費自己負担分の助成に要する経費でございます。 

 その次のページの 

細目０５ 特別障害者手当等給付費 ７００万円は、精神または身体の著しく重度の

障害のため、日常生活において常時特別な介護が必要な在宅障害児者に支給されるも

のでございます。 

 その次のページ、 

細目０６ 福祉タクシー事業費 ５３９万円でございますが、生活圏拡大と社会参加

促進を図るため、重度心身障害児者や人工透析を行っている方がタクシーを利用した

際に料金の一部を助成するものでありますが、令和２年度より自家用車を利用する際

にも助成することとしたことにより、タクシーかガソリンかの選択ができるものとし

ております。 

 その次のページの 

細目１１ 住宅改造支援事業費は、前年度と同額の ６６万６，０００円を計上して

おります。 

 ８３ページ、 

細目１６ 障害者相談支援事業費 １，６９０万７，０００円でございますが、サー

ビス利用計画の作成、相談事業を行うための人件費等でございまして、社会福祉協議

会に委託費として支出するものでございます。 

 ８５ページの 
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細目２０ 心身障害児（者）福祉年金給付費 ２５万２，０００円を計上しておりま

す。 

 その次のページ、 

細目２２ 難聴児補聴器購入助成事業費 １１万６，０００円は、身体障害者手帳の

交付対象とならない軽度・中程度の１８歳未満である難聴児に対し、補聴器の購入に

係る費用の一部を助成するものでございます。 

 次に、８８ページ、３目 障害者自立支援給付費に移ります。 

細目０１ 障害福祉サービス給付費は、居宅介護、短期入所、共同生活介護、自立

訓練、計画相談支援などの給付費でありまして５億１，０００万円、前年度に比べて

２，５１０万円の増額となっておりますが、前年度の実績に応じた計上をしておりま

す。 

  その次のページの 

細目０２ 補装具給付費 ５００万円は、身体障害者の失われた身体機能を補完また

は代替する補装具の購入や修理に係る給付で、費用の１割を原則自己負担額とするも

のでございます。 

 その次のページの 

細目０３ 障害者自立支援医療給付費 ５，０５１万７，０００円は、障害を軽減し

たり、機能回復のための医療費を助成するものであります。原則１割自己負担ですが、

所得や重度かつ継続的に応じて上限額がありまして、負担が重くならないように措置

をしております。 

 その次のページ、 

細目０４ 障害者自立支援給付費支払手数料は、審査支払いに要する費用で ７２万

円を計上しております。 

 次のページ、 

細目０５ 障害児給付費 ４，２０９万２，０００円は、児童発達支援、医療型児童

発達支援、放課後等デイサービス等給付費に要する費用でありまして、実績により前

年度分７００万円の増額をしております。 

 次のページ、 

細目０６ 障害者療養介護医療給付費 ６２１万６，０００円は、医療的ケアの必要

な障害者で、常に介護が必要な方に対し、医療機関において機能訓練や食事、入浴等

のサービスを提供した場合の給付でございます。 

 次のページ、 

細目０７ 高額障害福祉サービス等給付費 ４４万７，０００円につきましては、前

年度の実績により増額をしております。 

 続きまして、９６ページの４目 障害者地域生活支援事業費に移ります。 

日常生活用具給付等事業費 ７９０万円につきましては、重度の障害者に自立支援
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用具を給付することにより日常生活の便宜を図るものとして、主なものとしては、紙

おむつ、ストマ装具の給付であります。 

 次のページ、 

細目０３ 移動支援事業費として １５０万円、前年度と同額であります。現在８名

の利用者の登録があります。 

 次のページ、 

細目０５ 生活訓練等事業費 １１５万円は、社協への委託料でございます。 

 次のページの 

細目０６ 日中一時支援事業費は、障害者の日中活動の場確保と家族の就労支援及

び介護負担の軽減を図るもので、１４４万円を計上しております。 

 次のページの 

細目０７ 社会参加支援事業費 ８８万６，０００円は、障害者の社会参加を支援す

る経費でございます。 

 続きまして、１０５ページでありますが、 

細目１４ 地域活動支援センター事業費 ３６０万円でございますが、「地域生活支

援事業」の一つとして国の必須事業とされておりまして、障害者の創作的・生産的活

動の機会の提供、社会との交流促進等の便宜を供与するものでございまして、秋頃の

事業開始を目指しているものであります。 

 次に、１６２ページに飛びまして、３項 生活保護費に移らせていただきます。 

まず、 

細目０２ 生活保護総務費 ５６１万９，０００円は、生活保護の申請・受付・支給

に要する経費となっております。 

 次のページ、 

細目０３ 生活困窮者自立相談事業費 １，３４０万６，０００円は、生活保護に至

る前の段階の自立支援対策の強化を図るため、生活困窮者に対し支援を行うもので、

社会福祉協議会に委託しているものであります。 

 次のページ、 

細目０４ 被保護者就労支援事業費 ２３８万６，０００円は、生活保護受給者の就

労支援員の雇用に関する経費。 

次のページ、 

細目０６ 生活困窮者住居確保給付金事業費 １５３万円は、離職等により住居を失

う恐れのある方の住居確保のための給付を行うもので、新型コロナウイルス感染症の

影響により、前年度より １２２万４，０００円増額を見込んでいるものです。 

 次のページ、 

細目０７ 生活困窮者就労準備支援事業費 ５４５万５，０００円は、生活困窮者の

中で長期の失業者や就労経験のない方に就労に向けた基礎能力の形成支援等を行う
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事業で、社会福祉協議会に委託し実施するものでございます。 

 次のページ、 

細目０８ 生活保護適正実施推進事業費 ２５７万９，０００円は、生活保護受給者

の年金等の調査を行う年金調査員の雇用の経費、 

また、次のページの 

細目０９ 医療扶助適正化事業費 ３３９万円は、生活保護の適正な運営確保をする

ため、レセプト点検を委託する経費で、医療費扶助の適正化を推進するためのもので

ございます。 

 次のページの 

細目１１ 生活困窮者家計改善支援事業費 ３６１万９，０００円につきましては、

家計に課題を抱える生活困窮者を支援するもので、これも社会福祉協議会に委託し実

施するものです。 

 １７１ページ、 

２目 扶助費 細目０１ 生活保護扶助費は １０億円で、前年度同額を計上しており

ます。 

 最後になりますが、１７３ページ、 

細目０２ 災害援護資金貸付金 １８０万円は、前年度と同額の計上となっておりま

す。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝長寿介護課所管の予算につきまして御説明いたします。よろしく

お願いいたします。 

別冊 予算書６２ページ、主要事業説明書１０６ページからでございます。 

 第３款 民生費 第１項 社会福祉費 第５目 老人福祉費でございます。 

なお、説明は主な事業をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 主要事業説明書１０６ページをお願いいたします。 

主な事業につきましては、まず、老人福祉費では、敬老会事業等記念品費 １０５

万８，０００円、敬老会事業委託料 ３５６万４，０００円、介護予防事業に係る備

品購入費として ９０万８，０００円、特別養護老人ホーム葉山荘負担金 ５３４万７，

０００円、これは、葉山荘に勤務している須崎市在住の職員に係る児童手当負担金及

び施設設備等の修繕等負担金でございます。 

 次に、１０８ページ、 

福祉タクシー事業費は ５２６万２，０００円を計上しております。なお、事業費

のうち５１６万は、すさきがすきさ応援基金の活用を予定しております。 

 続いて、１０９ページ、 

住宅改造支援事業費は １３３万２，０００円でございます。 
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 次に、予算概要１１３ページをお願いいたします。 

老人施設入所措置費（養護分）は、中土佐町の双名園等、養護老人ホーム入所者措

置費で、前年度と同額の３，０００万円を計上しております。２月末現在の利用者は

９人となっております。 

 続きまして、１１５ページ、 

高知県福祉避難所指定促進等事業費 ２６６万円は、県の２分の１補助金を活用し

て整備するものでございまして、令和２年度中に指定した施設及び運営訓練実施に対

して必要な備品購入等が対象となるものでございます。 

 続きまして、１２４ページ、 

介護保険特別会計繰出金は ４億５，００４万５，０００円でございます。 

 １２５ページ、 

中山間地域ホームヘルパー養成事業費 ９７万７，０００円は、県の事業補助金を

活用して、地域における介護人材確保のため、ホームヘルパー養成の介護職員初任者

研修を実施するものでございます。 

 また、予算概要１２６ページの 

中山間地域介護サービス確保対策事業費は ８０万円を計上しておりまして、本事

業は、中山間地域の特に採算性の厳しい地域を対象に、サービス確保の観点から事業

者に助成する県の補助事業で、本市では上分地域、浦ノ内地区、久通地区が該当して

おります。 

 続きまして、１２７ページ、 

指定介護予防支援事業費は １８４万９，０００円を計上しておりまして、介護予

防給付に関するマネジメントを行うための事業でございまして、地域包括支援センタ

ーに係る須崎市社会福祉協議会への委託料等でございます。 

 最後になりますが、予算概要書２０４ページをお願いいたします。 

シルバー人材センター運営補助金といたしまして、中土佐町との人口割で、本市の

負担分として ９５９万７，０００円でございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝この際、１０分間休憩を取ります。 

 

午前 ９時５９分 休憩 

午前１０時１０分 再開 

 

○佐々木委員長＝それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 健康推進課長。 

○森光健康推進課長＝続きまして、健康推進課が所管する予算について御説明申し上げ

ます。 
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予算書は７１ページ、当初予算概要は１７４ページからでございます。 

 予算書７１ページを御覧ください。 

第４款 衛生費 第１項 保健衛生費 第１目 保健衛生総務費につきましては、昨年

より ７１３万２，０００円多い １億２，０３５万円を計上しております。 

 主な事業といたしましては、予算概要１７５ページからでございます。 

１７５ページ、 

幼児健康診査事業費は、１歳６か月児と３歳児を対象とする健診に係る事業といた

しまして、医師への報償費、委託料、医師送迎用タクシー使用料等１３２万８，００

０円を計上しております。 

 続きまして、予算書につきましては７２ページ、予算概要は１７６ページでござい

ます。 

母子保健事業費につきましては、妊婦健診や乳児健診等の母子保健に係る事業とい

たしまして ２，４３６万２，０００円を計上しております。 

主なものといたしましては、 

妊婦・乳児一般健康診査委託料といたしまして １，６５４万４，０００円、 

これは、妊婦に交付されます１４回分の妊婦健診、２回分の産婦健診、妊婦歯科健診、

新生児聴覚検査、病院で行う２回分の乳児健康診査のほか、市が実施する４か月児の

健診に係る費用でございます。 

 次に、一般・特定不妊治療費補助金 １７５万円につきましては、 

本市では、特定不妊治療に加え、一般不妊治療も対象にしておりまして、令和２年度

につきましては、２月末までに一般不妊治療２件、特定不妊治療１１件の助成を行っ

ております。 

 次に、妊婦健診交通費補助金 ４３６万８，０００円、 

これは、妊婦健診の際に１回当たり２，６００円、１４回を上限に交通費を助成する

ことで定期的な受診を促し、安心して出産できる環境づくりを進めようとするもので

す。 

また、産婦健診交通費補助金につきましても、昨年の産婦健診の実施開始により、

妊婦健診交通費補助金と同様に２，６００円、２回を上限に交通費を助成しようとす

るもので、６２万４，０００円を計上いたしております。 

なお、両補助金制度につきましては、すさきがすきさ応援基金を財源といたしてお

ります。 

 続きまして、予算概要１７７ページ、健康づくり事業費でございます。 

健康づくり事業費 ２９９万１，０００円につきましては、生活保護世帯、３０歳

代の健診実施に係る委託料、成人歯科健診のほか、自殺対策に係るものでございます。  

また、健康づくり推進協議会の補助金が５０万円となっております。 

 続きまして、予算概要１７８ページでございます。 
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子育て世代包括支援センター事業費は ４２７万１，０００円を計上いたしており

ます。 

妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対して総合的に支援を提供す

る子育て世代包括支援センター運営に係る経費でございます。保健師を母子保健コー

ディネーターとして専任で配置し、全ての妊産婦等の状況を継続的に把握し、必要に

応じて関係機関と協力して支援プランを策定しております。 

本事業につきましては、国の補助金が３分の１、県の補助金が３分の１となってお

ります。 

また、特に支援が必要とされる妊娠・出産期において、相談支援を行う産前・産後

サポート事業の助産師の報償費といたしまして２３０万４，０００円、こちらは国庫

補助事業で２分の１の補助がございます。 

このほか、ママサポート隊によるママカフェや地区育児相談でのママと赤ちゃんの

ふれあい事業へのサポートのための報償費１６万８，０００円、また、ヘルパー派遣

事業といたしまして、家事援助サービスに係る委託料４６万８，０００円、産後ケア

事業（宿泊型）の委託料といたしまして６０万円を計上しております。 

 続きまして、予算概要１８０ページ、 

すさきファーストウッド事業費 １３２万円につきましては、須崎市で生まれた赤

ちゃんに、初めてのおもちゃとして木製玩具をプレゼントする事業でございまして、

乳児期からの木育を推進するものです。 

令和元年度からの事業となっております。 

令和２年度につきましては、乳児健診時に９０人の方に木製玩具をプレゼントいた

しております。 

なお、財源につきましては、高知県木の香るまちづくり推進事業費、すさきがすき

さ応援基金でございます。 

 続きまして、予算書につきましては７３ページ、予算概要につきましては１８１ペ

ージでございます。 

第２目 予防費につきましては、昨年より９，０３１万５，０００円多い １億４，

８１８万３，０００円を計上いたしております。 

 主な事業といたしましては、 

新型コロナウイルスワクチン接種に係るものとして、感染症対策事業費８，８１３

万円、こちらにつきましては、そのほとんどが接種委託料でございまして、全額が国

の補助金での対応となっております。 

 このほか、予算概要１８２ページになりますが、 

予防費といたしまして ６，００５万３，０００円、こちらにつきましては、各種

予防接種の委託料 ５，７００万円、その他消耗品費のほか、手数料等でございます。 

予防費につきましては、風疹対策を引き続き実施をいたします。 
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令和３年度につきましては、今までにクーポン券を送付しております昭和３７年４

月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性が対象で、クーポン期限の使用期限の延

長により令和３年度も使用できるようになっております。 

 続きまして、予算書は７５ページ、 

第４目 医療対策費につきましては、昨年より６９万３，０００円多い２，８３５万

１，０００円を計上しております。 

 主な事業といたしましては、予算概要の１９２ページでございます。 

診療所経費は １３８万円を計上しておりまして、診療所の光熱費や修繕料等でご

ざいます。 

減額につきましては、令和２年度、県の僻地保健医療対策事業を活用いたしまして、

浦ノ内診療所に「磁気加振式温熱治療器」を購入しておりますが、令和３年度には当

該事業はないことから減額となっております。 

 次に、予算概要１９３ページでございます。 

救急医療施設運営費 ２，２８１万４，０００円は、休日や夜間の救急医療及び休

日当番制を高幡５市町で運営する経費となっております。 

 続きまして、予算概要１９４ページでございます。 

医療機関等災害対策強化事業費 ３４１万円は、災害時に備えて医療救護所にベッ

ド、発電機等の資機材を整備する事業でございまして、次年度は朝ヶ丘中学校、上分

小中学校の医療救護所に資機材の整備を予定をしております。 

 次に、予算書につきましては７６ページを御覧いただきたいと思います。 

健康増進事業費につきましては、昨年度より １２６万１，０００円多い １，８９

４万８，０００円を計上いたしております。 

 詳細につきましては、予算概要の１９５ページでございます。健康増進事業費です。 

健康増進事業費 １，８６４万４，０００円は、健康増進法に基づく胃がんや大腸

がん等の各種がん検診の委託料 １，７６７万円のほか、郵送費などの関係経費でご

ざいます。 

令和３年度も胃がん検診の内視鏡検査、乳がん・子宮がん検診の医療機関での個別

検診も引き続き予定をしております。 

 なお、健康教育費、健康相談費、訪問指導費等につきましては、予算概要の１９６

ページから１９８ページでございますので、後ほど御確認いただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝続きまして、環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝それでは、環境保全課分について御説明させていただきます。 

 主要事業説明書の１８３ページからでございます。 

４款 衛生費 １項 保健衛生費 ３目 環境衛生費の細目１ 環境衛生費 ３８０万３，

０００円でございますが、これは、環境に関する検査や不法投棄対策など、市民の生
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活環境の保全及び公衆衛生の向上のための経費として、主に降下ばいじん分析業務や

アサリ貝等分析業務、それから、不法投棄防止のための監視カメラリース料、ふるさ

と新荘川清流保全協議会負担金などをそれぞれ計上いたしております。 

 次に、１８４ページの 

細目４ 高幡広域市町村圏事務組合負担金（斎場）でございますが、これは、須崎

斎場の設備の老朽化に伴う改修工事に対する負担金として ４２１万円を計上いたし

ております。 

 次に、１８５ページの 

細目５ 畜犬登録事務費として ２３万２，０００円、これは狂犬病予防のための事

業を実施するための経費として、高知県獣医師会への狂犬病予防注射委託料などでご

ざいます。 

 次に、１８６ページの 

細目６ 浄化槽設置事業補助金 １，００１万８，０００円につきましては、合併浄

化槽設置者に対する補助金として、５人槽を１５基分、７人槽を８基分、１０人槽を

２基分、それぞれ計上をいたしております。 

 次に、１８７ページの 

細目７ 環境にやさしいまちづくり事業費 ２０万５，０００円につきましては、生

ごみの減量化を目的として、コンポストや電動生ごみ処理機への補助金を計上いたし

ております。 

 次に、１８８ページの 

細目９ クリーンエネルギーのまちづくり事業費は、住宅用太陽光発電システム設

置費補助金として １００万２，０００円を計上いたしております。 

 次に、１８９ページの 

細目１０ 生活用水確保事業費は、生活用水を確保する仕組みづくりを推進するた

めの補助として １，３０６万８，０００円を計上しており、昨年より要望が出てお

りました浦ノ内灰方地区での整備を計画をいたしております。 

 次に、１９０ページの 

細目１２ 猫対策事業ですが、これは令和３年度より新たに実施しようとするもの

でございますが、野良猫の増加を抑えるために、猫の不妊・去勢手術に対する補助と

して３０万円を計上いたしております。 

 続きまして、ページが飛びますが１９９ページに移ります。 

２項 清掃費 １目 清掃総務費の細目２ 清掃総務費 ２７４万７，０００円でござ

いますが、これは、一般廃棄物の減量推進や適正処理の啓発等を行うための経費でご

ざいまして、主なものでは分別収集庶務委員への報償費 ２２４万３，０００円、そ

の他、消耗品費等を計上しております。 

 次に、２００ページの 
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細目３ 高幡東部清掃組合負担金は ３億２５５万３，０００円で、前年度比 １億

６，７９４万３，０００円の減額となっております。 

この減額の理由につきましては、平成３０年から令和３年度にかけて実施しており

ますごみ固形燃料化施設の基幹的整備改良事業が前年度より減額になったことと、高

幡東部清掃組合へ新たに梼原町が加入することに伴うものでございます。 

 次に、２０１ページ、 

細目４ 一斉清掃経費につきましては、毎年６月の第１日曜日に実施しております

市内一斉清掃のための経費でございます。 

 次に、２０２ページ、 

２目 塵芥処理費でございますが、細目１ 塵芥処理費は ２億９０９万６，０００

円を計上いたしております。 

これは、一般廃棄物の分別・保管・運搬・再生処分等の適正処理に要する経費でご

ざいます。 

それと、主な支出の内訳でございますが、 

まず、需用費、役務費等についてはクリーンセンターのそれぞれの経費となってお

りまして、 

それから、委託費の１億８，１２０万４，０００円のうち、 

主なものにつきましては、 

固形燃料化ごみの収集委託料が ６，０３９万９，０００円、 

不燃ごみ収集委託料が ４，２１５万６，０００円、 

指定ごみ容器製造委託料が １，３５２万５，０００円、 

それから、昨年度から委託しておりますクリーンセンター横浪の運転維持管理等包

括的民間委託料が ５，２３６万２，０００円などの計上となっております。 

それから、工事請負費の８００万円につきましては、クリーンセンター横浪の浸出

水処理施設設備改修工事でございます。 

 次に、２０３ページの 

３目 し尿処理費ですが、細目１ し尿中間槽維持費は、主に大峰にあるし尿中間槽

の用地借り上げ料及び舗装工事でございます。 

 環境保全課分の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝子ども・子育て支援課長。 

○中山子ども・子育て支援課長＝子ども・子育て支援課、よろしくお願いいたします。 

 それでは、子ども・子育て支援課所管分の予算分の一般会計当初予算につきまして

説明させていただきます。当初予算、主要概要説明書のほうで説明いたします。 

 １２９ページになります。 

３款 民生費 ２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費について説明いたします。 

児童福祉総務費としまして １，５０２万３，０００円を計上いたしております。 
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主な内容としましては、委託料として、浦ノ内保育園、上分保育園、おひさま保育

園の通園バスの運行費 １，３８６万５，０００円を計上いたしております。 

 次のページになります。 

第３子以降の出生に係る祝い金としまして、子育て支援金支給事業費 ４５０万円

を計上いたしております。 

これは、市が単独で１人につきまして１５万円を支給するものでございまして、３

０人分を計上いたしております。 

 次に、要保護児童対策地域協議会費としまして ２７７万６，０００円。 

内容としましては、子どもを守る地域ネットワークに関する経費でございまして、

主なものとしましては、児童虐待防止対策コーディネーター１名の雇用に係る経費と

しまして ２５９万２，０００円を計上いたしております。 

 次に、１３２ページをお願いします。 

児童扶養手当事業費としまして ７，５５９万円、 

内訳につきましては、扶助費が ７，５４７万９，０００円、その他の事務経費と

しまして １１万１，０００円を計上いたしております。 

 次に、病児・病後児保育事業費としまして、前年度と同額の２４６万８，０００円

を計上しております。 

これは、病後児保育としまして、須崎くろしお病院に委託しておりまして、病院内

におきます託児所での保育士及び看護師によりまして対応をお願いしております。 

 次に、１３４ページ、 

保育用事務費 ２２万８，０００円につきましては、保育園の入退所等の事務に係

る経費でございます。 

 １ページ飛ばしていただきまして、１３６ページ、 

子育て医療応援事業費につきましては、中学卒業までの医療費につきまして、自己

負担分を市が全額補助する制度でございまして、その経費で、事務費が １３４万４，

０００円と医療費助成が ４，７００万円、合わせまして ４，８３４万４，０００円

を計上いたしております。 

 次に、ひとり親家庭自立支援給付事業費３８０万円につきましては、 

能力開発のための取組みを支援する自立支援教育訓練給付費としまして、１件分２０

万円、 

それと、高等職業訓練促進費、これが新規で３人分３６０万円の 

合わせて３８０万円を計上いたしております。 

 そして、次に、ひとり親家庭医療費でございます。 

これにつきましては、所得税非課税世帯の保護者または１８歳までの児童に対しま

して、保険医療の自己負担分を助成する事業でございまして、９１８万９，０００円

を計上しております。 
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内訳としましては、扶助費として９００万円、ほかの分も国保連合会への審査手数

料となっております。 

 次に、母子生活支援施設保護事業費 ３４９万円につきましては、ＤＶ等の被害に

ある母また児童を支援施設で保護する経費でございます。 

 次に、１４０ページをお願いいたします。 

助産施設利用事業費、これにつきまして７６万円を計上しております。 

これは、経済的な理由で出産費用の負担が困難な方に対しまして助成するものでご

ざいまして、出産に必要な施設の費用の一部を負担することで、利用者１人当たり３

８万円の２人分を計上いたしております。 

 次に、安心子育て応援事業費につきましては６６万１，０００円計上しております。 

内訳としましては、子育て支援センター、ここの３階の「はっぴいぽけっと」でご

ざいますが、そこで実施しています一時預かりや子育て講座等の経費でございます。 

 次に、１４２ページをお願いいたします。 

子ども・子育て支援事業計画策定事業費としまして ７万５，０００円、 

子ども・子育て支援会議におきまして、支援事業計画の見直しのための委員の報酬

の経費でございます。 

 次に、特別支援保育推進事業費 ２５５万４，０００円につきましては、保育園に

おいて、特に支援が必要な子供さんに対しまして、より質の高い保育の提供や小学校

入学に際する支援を可能となるようコーディネーターを１名配置しておりまして、そ

の１人分の人件費を計上しております。 

 次に、１４４ページをお願いします。 

子ども・子育て支援法による施設型給付事業費 ５，２９５万円、これにつきまし

ては、公立保育園に入所している園児に係る経費となっております。 

 同じく次のページ、 

地域型給付事業費 ２，４１４万９，０００円につきましては、公定価格から利用

者負担分を差し引いた、子ども・子育て支援法に基づきました小規模保育事業所とし

て認可を受けております市内のあゆみ乳児保育園や広域での小規模保育の事業所に

給付するものでございます。 

 次に、１４６ページ、 

ファミリー・サポート・センター事業費 ２９万６，０００円でございます。 

この事業につきましては、子供の預かりと受けたい方の登録によりまして、援助を

行う会員となっていただくための講習会を開催する経費でございます。 

 次に、子ども・子育て支援法によります施設等利用給付事業費として ８７万４，

０００円を計上しています。 

これは、令和元年１０月からの教育・保育の無償化によりまして、認可外保育施設

や一時預かり事業につきましても同様に無償化されましたので、そのための経費でご
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ざいます。 

 次に、１４８ページをお願いいたします。 

保育所副食費補助事業費 １，１００万円につきましては、保育の無償化によりま

して、保育料は無料になったものの、副食費（おかず）については対象外になってお

りましたので、この分を市が独自に補助するものでございます。 

 次に、保育士等就職等奨励金交付事業費 ２２５万円につきましては、保育士不足

を解消するために、市内保育園等に正規雇用され、３年勤務することを約束された方

につきまして、お祝い金を交付することによりまして保育士を確保するというもので

ございます。 

これに対しまして、令和３年度の採用でございます、対象になりますが、須崎市保

育協会におかれましても８名の方が採用されてると聞いておりますので、この方の大

部分の方が対象になると考えています。 

 次に、１５０ページをお願いいたします。 

養育支援訪問事業費 ４８０万２，０００円につきましては、この養育支援の必要

な家庭を訪問しまして、相談や育児等の支援を行う家庭児童相談員２名の報酬等が主

なものになります。 

なお、今年度につきましては、児童福祉総務費のほうに計上をいたしておりました。 

 次に、１５１ページ、２目で児童措置費となります。 

児童運営委託料としまして、民間保育園を運営しております保育協会への委託料と

しまして ３億９，１６７万５，０００円を計上いたしております。 

昨年度で２，５００万ほどの減額となっておりますが、これは、保育園児が減った

ことや、また、保育園の利用定員が少ないほど公定価格が、単価が上がりますが、利

用定員の多いおひさま保育園が人気でして、そちらのほうに園児が集中したことが要

因と思われます。 

 次に、保育協会の補助金でございます。 

１５２ページです。 

前年比 ２，２７６万９，０００円減の １億５，７５５万８，０００円となってお

ります。 

補助金につきましては、人件費の補填、また保育協会の本部の運営費等になります

が、この減額の理由としましては、臨時職員の雇用が減ったこと、また、吾桑保育園

を３年度から指定管理という形で調整しておりまして、この単価の高い保育士、現状、

主任でございますが、こちらの人件費が指定管理料のほうに計上されたことが主な原

因でございます。 

 次に、１５３ページをお願いします。 

児童手当給付費としまして ２億３，００５万円を計上いたしております。 

対象児童数は約１，７３０人を見込んでおります。 



令和３年３月定例会 教育民生委員会 

 

32 

 また、次のページとなりますが、 

児童手当の事務費に係る経費としまして、前年同様の２８万円を計上いたしており

ます。 

 次に、１５５ページ、 

保育者、保護者が病気や仕事などで養育できないときに、児童施設に子供を一時的

に預かる事業としまして、子育て短期支援事業として、前年度と同様の ４１万４，

０００円を計上しております。 

なお、令和２年、今年度につきましては、利用はございませんでした。 

 次に、１５６ページ、 

多子世帯保育料軽減事業費につきましては、認可外保育所のちびっこハウスに入所

しています第３子以降の子供の保育料に対する軽減の事業費でございます。 

 次に、１５７ページ、 

第２子認可外保育料等軽減事業費、この ９３万６，０００円につきましても同様

に、ちびっこハウスの入所している第２子の保育園保育料の軽減に係る経費でござい

ます。 

 次に、１５８ページ、 

３目 保育園費の公立保育園運営事務費 １３９万７，０００円を計上しております。 

前年比で１，８３８万５，０００円の減額となっておりますが、吾桑保育園の会計

年度任用職員等の雇用の経費がこの指定管理料の経費に移ったためでございます。 

主な内容としましては、内科嘱託医等の報酬２８万３，０００円でございまして、

もう一つが、安和保育園の入り口の門扉の改修工事が８０万円となっております。 

 また、次のページになりますが、 

指定管理制度によりまして、昨年に引き続きまして、保育協会へ安和保育園の運営

委託料としまして ４，６５４万５，０００円を計上しております。 

委託料の内訳としましては、職員の人件費が ４，１４２万６，０００円ほか、保

育材料費等が ３９５万８，０００円等となっております。 

 次に、１６０ページになります。 

令和３年度から保育協会への指定管理を予定しております吾桑保育園の運営管理

委託料として ４，００７万９，０００円を計上しております。 

委託料の内訳で、主なものが職員人件費で３，４７４万７，０００円ほか、保育業

務を行うための事業費として ４１６万７，０００円等となっております。 

 次に、教育費のほうをお願いします。 

予算概要の３０１ページになります。 

１０款 教育費 １項 教育総務費 ２目 事務局費でございます。 

子ども・子育て支援課が所管しております幼稚園についての予算でございまして、

子ども・子育て支援法によります施設型給付事業費 ２，７１０万４，０００円につ
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きましては、３歳から５歳の児童に対する標準的な教育時間に応じた教育に対する経

費としまして、私立幼稚園への給付費となっております。 

 次に、３０３ページをお願いいたします。 

子ども・子育て支援法によります地域型給付事業費 ７万２，０００円につきまし

ては、幼稚園での一時預かりに係る経費でございます。 

 次に、３０６ページをお願いいたします。 

子ども・子育て支援法によります施設等利用給付事業費 ６８万２，０００円につ

きましては、教育・保育無償化に伴います幼稚園での一時預かり保育事業の利用者の

利用料給付に要する経費でございます。 

 次に、幼稚園副食費補助事業費 ７１万５，０００円につきましては、保育所と同

様に、教育・保育の無償化の対象にならなかった副食費について、市が独自に補助を

するものでございます。 

 次に、飛びまして、３５１ページをお願いいたします。 

放課後児童クラブ推進事業費としまして ５，４３４万７，０００円を計上いたし

ております。 

放課後児童クラブにつきましては、市内に６つのクラブがございまして、その運営

につきまして、平成３０年度より須崎市放課後児童クラブ連絡協議会に運営を委託し

ておりまして、その委託料としまして ５，３９９万８，０００円、他に研修費や講

師謝金、また、指導員や利用者の保険料としまして２９万４，０００円を計上してお

ります。 

 次のページになります。 

放課後子ども教室推進事業費 ４８７万４，０００円についてでございます。 

放課後子ども教室につきましては、地域の皆様の御協力により運営をさせていただ

いております。 

その歳出につきまして、指導員の謝礼としまして４６０万２，０００円、その他保

険代となっております。 

なお、令和３年度から安和地域でもこの教室を開催することになりまして、須崎市

内各地域で児童クラブ、そして教室を開催することができることになりました。 

 次に、予算概要の３５９ページをお願いいたします。 

１０款 教育費 ４項 社会教育費 ３目 青少年対策費でございます。 

青少年育成センター運営費としまして １９８万１，０００円を計上しております。 

予算の主な内容としましては、補導員、センターママの出務報酬としまして  ８０

万円、各公民館や育成センターの青パトの自賠責としまして２７万円ほか、須崎市子

ども会連合会の補助金、また、青少年育成市民会議補助金等となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝続きまして、学校教育課長。 
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○北川学校教育課長＝学校教育課分について御説明いたします。 

予算の主要事業説明書の２９４ページからでございます。 

主要な事業についてのみ説明をいたしますので、詳細につきましては後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

 まずは、１０款 教育費 １項 教育総務費 １目 教育委員会費 ２４０万１，０００

円は、教育委員会の運営に関する経費で、教育委員の報酬２２０万８，０００円等で

ございます。 

第２目 事務局費です。 

学校教育課運営に関する経常経費として ８１９万２，０００円の予算額で、前年

度比 １，２０４万円の予算減額となっておりますが、これは、主に令和２年度に学

校施設長寿命化計画業務の委託料 １，１２０万円を見込んでおりましたことが不要

になりましたことから減額となったものでございます。 

 ２９６ページ、 

学資金貸付金 ２３４万円は、教育の機会均等を図るため、経済的理由等により修

学困難な者に学資金を貸与するものでございます。 

 ２９８ページ、 

スクールソーシャルワーカー派遣事業費 ５７０万円は、ＳＳＷ、スクールソーシ

ャルワーカー３人を配置するものでございます。 

 ３００ページの 

風呂敷型学校づくり支援事業費 ７９万２，０００円は、本市において出現率の高

い不登校・不登校傾向の児童生徒への支援を行うため研究や研修を行おうとするもの

で、県補助金２分の１の事業でございます。 

 ３０２ページ、 

学ぶ意欲を育む教育の充実事業費、これも県補助２分の１事業です。 

教員の大量退職・大量採用に対応するため、若年教員の資質・指導力の向上を図る

ための研修に関する費用、さらには、本市の教育目標に掲げる「たくましく、心豊か

な人づくり」を目指すための事業を行う等、４２５万２，０００円を計上いたしてお

ります。 

 次に、３０４ページ、 

使う・伝える・心をつなぐ情報教育推進事業費 ３２７万８，０００円は、ＩＣＴ

支援員の配置やプログラミング教育に関する研修、情報モラルに関する研修等を計上

しております。 

 次のページの 

外国語教育推進事業費 ２，７８２万１，０００円は、ＡＬＴの報酬等で、昨年度

に引き続き３人体制、さらに８月から新たに３人増員を見込んでいるため、昨年度比

で７３１万５，０００円の増額となっております。 
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 ３０９ページです。 

ＧＩＧＡスクールサポーター配置促進事業費 ３９６万円は、令和３年度から学校

に１人１台端末が整備されますので、その支援をしようとするもので、全額委託料と

なっております。 

 次に、教育研究所費 ２６４万７，０００円は、教育研究所の運営に要する費用で、

所長の報酬等でございます。 

 ３１２ページ、 

第２項 小学校費 第１目 学校管理費に移ります。 

前年度より ５６４万６，０００円増の ９，６４１万円を計上しております。 

小学校の管理運営に関する経費でございます。 

増額の主な要因は、令和２年度にすべての会計年度任用職員の共済費をまとめて事

務局費につけていたものを、各会計につけたことによる増額でございます。 

 ３１３ページ、 

学校情報通信環境整備事業費は、ＩＣＴ支援員配置費用、ＩＣＴ研修費用、また、

プログラミング教材や学習支援ソフト導入費用、フィルタリングライセンス費用、デ

ジタル教科書使用料等を見込んでございます。 

 次のページです、第２目教育振興費でございます。 

小学校教育振興費 １９７万３，０００円は、小学校の日常の教育活動に要する経

費を計上いたしております。 

 ３１７ページの 

要保護・準要保護児童扶助費 １，３４３万１，０００円は、経済的な理由による

就学の困難な児童の保護者を対象に、学用品費や給食費などの援助を行うための費用

でございます。 

 ３２０ページでございます。 

地域ぐるみ学校安全体制整備推進事業費 １３３万７，０００円は、スクールガー

ドリーダー２名の報償費等でございます。 

 ３２３ページ、 

特別支援教育支援員配置事業費は、前年度比 １５５万６，０００円増の ３，６７

３万４，０００円で、会計年度任用職員を１名増やしております。 

 ３２８ページ、 

放課後等学習支援事業費 １１２万２，０００円は、県補助事業で、放課後や長期

休暇中に学習支援員を配置して、児童の基礎学力の定着や家庭学習習慣の確立を図ろ

うとするものでございます。 

 ３２９ページ、 

学校施設環境改善交付金事業費 ６，０７６万５，０００円です。 

内訳ですが、 
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上分小学校のトイレ大規模改造工事の設計監理委託料として５６１万４，０００円、

工事費が ５，０２５万７，０００円、 

浦ノ内小学校プール大規模改造工事設計委託料とし ４７８万５，０００円でござ

います。 

 続きまして、第３項 中学校費に移ります。 

３３０ページでございます。 

第１目 学校管理費 ２，９０４万２，０００円について、内容は、事業概要にある

とおりでございまして、学校の運営管理に要する経費でございます。 

 ３３１ページの 

学校情報通信環境整備事業費は、小学校と同様で、１人１台タブレットを活用する

ためのＩＣＴ環境を整備しようとするもので、学習支援ソフトやデジタル教科書の購

入、フィルタリングライセンス料等を計上いたしております。 

 次に、第２目 教育振興費でございますが、 

３３２ページの中学校教育振興費では、中学校の日常の教育活動に要する経費とし

て ４９９万３，０００円を計上いたしております。 

昨年度比 ３６２万４，０００円の増額は、令和２年度の２学期から始めました弁

当提供事業によるものでございます。 

 ３３５ページ、 

児童生徒心の居場所づくり推進事業費 ８６７万３，０００円は、須崎市教育支援

センターの指導員及び相談員などの雇用及び活動のための経費でございます。 

昨年度比 １０１万７，０００円の増額は、昨年度別科目で計上していた共済費を

計上しておるものでございます。 

 次に３３６ページ、 

要・準要保護生徒扶助費に ９５７万８，０００円、これは昨年度に比べて ４２０

万７，０００円増額となっておりますが、令和２年度から朝中、須中で給食に代わる

弁当を給食費相当で提供し始めた、このことにより、他の給食費と同様に準要保護で

も７０％相当を支援する費用が増額となったものでございます。 

 ３３９ページ、 

特別支援教育支援員配置事業費 １，４５９万２，０００円は、昨年度と同数の特

別教育支援員６人を配置する経費でございます。 

 ３４５ページの 

部活動指導員配置促進事業費は、会計年度任用職員３人分の報酬を計上いたしてお

ります。 

 ３４７ページ、 

学校施設環境改善交付金事業費 ６，２５２万７，０００円ですが、 

その内訳といたしまして、 
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上分中学校トイレ大規模改造工事の経費で、設計監理料の ４６１万５，０００円、

工事請負費に ４，４３１万４，０００円、 

朝ヶ丘中学校校舎大規模改造工事設計委託料に １，３５１万９，０００円を計上

いたしております。 

 最後に、議案書 別冊 予算書の１１６ページをお開きください。 

１１款 災害復旧費 第３項 文教施設災害復旧費 第１目 公立学校施設災害復旧費

については、前年度と同額の１，０００万円を計上いたしております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝それでは、生涯学習課所管の予算について御説明いたします。 

 主要事業説明書３４８ページからでございます。 

社会教育総務費、社会教育推進に要する経費で、報酬や報償費、旅費、需用費等を

計上しております。使用料及び賃借料として ３２２万１，０００円のうち、市民体

育館・図書館用地賃借料は ３１７万８，０００円で、総額は ４４３万４，０００円

となっております。 

 次ページ、人権教育総合推進事業費 ２４万７，０００円。 

次ページ、文化財保存事業費 １３０万２，０００円。 

次に、３５３ページでございます。 

成人式事業費 １０３万８，０００円は、延期した令和２年度と３年度の成人式を

実施するための経費でございます。 

 次ページ、会計年度任用職員雇用経費、 

公民館・図書館職員に係る雇用経費等で ３，７８４万２，０００円、前年比 ３，

２００万円増となっておりますのは、２年度は共済費のみの記載でございましたが、

３年度につきましては雇用経費が全てこの細目に計上されているためでございます。 

 次ページ、「子ども司書」養成講座事業費 １７万１，０００円。 

次ページ、自然体験型学習事業費、 

上分地区で実施するかわうそ未来塾でございます。 

経費 ２０万円は、全額県補助でございます。 

 次ページ、公民館費は、市内公民館等の運営経費 ２，２２１万２，０００円。 

次ページ、地域自主組織運営事業費 ２，４０４万２，０００円。 

浦ノ内・上分地域自主組織の運営事業の実施に係る委託料が ２，３８１万４，０

００円、その他、自主組織推進に係る経費でございます。 

 ３６０ページに飛びます。図書館費、 

図書館の運営や事業に要する経費は ４９７万９，０００円。 

次ページ、家庭教育支援基盤形成事業費、 

図書館を活用した家庭教育支援に要する経費 ４９万５，０００円。 
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次ページ、図書館等複合施設整備事業費 ８，０３８万２，０００円、 

基本計画・基本設計・不動産鑑定等の委託料が ５，９２４万９，０００円、 

公有財産購入費「ゆたか」跡地の購入経費 ２，１００万円等でございます。 

 次ページ、文化会館運営費、 

指定管理料 ５，０１０万円等で、合計 ５，８１０万７，０００円でございます。 

 次ページ、保健体育総務費、 

生涯スポーツの推進及び社会教育施設の維持管理に要する経費で ８６６万４，０

００円。 

主なものは、需用費 １９４万１，０００円は、体育施設の電気代や施設の修繕料

などでございます。 

負担金補助及び交付金 ４２０万６，０００円は、ドラゴンカヌー大会やオープン

ウォータースイミング大会等でございます。 

 次ページ、スポーツセンター管理費 ４，６７７万円、 

うち需用費 ３４０万円は、アリーナの非常用発電機修繕や非常灯バッテリー取替

え等の施設修繕でございます。 

委託料 ４，２２１万１，０００円は、指定管理に要する経費として３，８２０万

７，０００円、アリーナ改修設計委託に３８５万４，０００円等を計上いたしており

ます。 

 次ページ、 

海洋スポーツパーク構想推進事業基金積立金は、海洋スポーツ施設整備に関して、

県からのスポーツ推進交付金を基金に積み立てるもので、１，９２２万５，０００円

を見込んでおります。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○佐々木委員長＝説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 高橋さん。 

○高橋委員＝事業説明書の１０６ページ。 

  〔「災害や、１１７ページ」と呼ぶ者あり〕 

○高橋委員＝１０６ページ、これが６００万円弱の減額という前年度比較でなってる分、

ちょっとお話聞いたんですが、もしかして違ったらあれなんですが、久通地区の敬老

会を多ノ郷地区に集約いうふうな話もちょっとあるいうように聞きましたが、その関

係はあるのかということと、もしそうであれば、交通補助等を含めた地元へのお話は

されておるのかということを、違っていればあれですが、長寿介護課長にお伺いいた

します。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝以前そういう話も一旦ございましたけど、現時点で久通地区と多

ノ郷地区を一緒にやるということは、今、考えておりません。 
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○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝大変申し訳ございません、１点抜かしておりましたので御説明さ

せていただきます。 

 別冊の一般会計予算書でございますが、１１７ページでございます。２目 社会教

育施設災害復旧費でございますが、災害復旧のために前年と同額の２００万円を計上

いたしておりますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝７６ページのあったかふれあいセンターは、多ノ郷地区に整備をするよう

な話が進んでおったかと思いますけど、安和地区に行っちゅうなと思うけど、これど

うなっていますか、多ノ郷地区は。安和地区にできることはとてもいいことですが、

多ノ郷地区はどうなっていますか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝多ノ郷地区に関しては、まだ今のところ進んでおりません。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝でも、令和２年度のいろんな発言の中で、所長の発言の中で、多ノ郷地域

にというような方向性は示されていませんでしたか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝社協とも協議を何回かしたとこでありまして、ちょっと多ノ郷地

区にできないかという相談も持ちかけてはいたんですが、適当な場所がちょっと見つ

からないということで、今のところは、まだちょっと目途がついておりません。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝そしたら、多ノ郷地区にあったかふれあいセンターを設置しようという行

政側の意向はあると。考え方によったら、来年度ですよね、おかしいね、そんな、４

年度でしょうね、４年度にその場所も含めて、設置する方向でやるということですか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝その、まだ、ちょっと、４年度からできるかっていったら、ちょ

っと断言はできないんですが、社協とも協議を続けていきたいとは思っております。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝是非それはね、そういう発言は、たしか所長はされておったと思いますよ

ね、市民の期待もあるわけで、何がネックかっていうことで、その問題点の解決をし

ながら、そんな方向で取り組んでほしいなと思うところです。それは要望なんですが。 

 ９７ページですけど、この８人の利用があるということでしたが、委託先、主にこ

れの運行ですね、移動支援を担ってくださっている事業者はどこですか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 
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○井上福祉事務所長＝主には社協です。それからヘルパーステーションとか、一応５事

業者に事業を委託しております。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

○豊島委員＝ちょっと待ってください。ちょっと委員長、待ってください。いっぱい説

明があったので、いろいろ聞きたいと思っていますから、ちょっと待ってください、

ことを急かさないでください。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝じゃあ、これは、車両自体は、特にそういった事業所が持っていたら問題

ないということですか、ちょっと私が勘違いしてるみたいですけど。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝はい、その車両のほうも、事業者が持っているものを使用してい

るものです。 

○豊島委員＝はい、分かりました。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１０５ページに地域活動支援センター事業費が計上されていて、秋頃に事

業開始を目指すというふうに言われましたけれども、これは、具体的にはどこを拠点

にとか、事業内容は、さっき説明があったんですけど、委託費になっているけど、委

託先はどこなのかも含めて教えてください。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝まだその活動場所については、今は選定中であります。 

それから、委託先についても、相談している法人はありますけれども、まだこれか

らの協議というふうになっております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝分かりました。 

 １６２ページのここで生活保護に関する予算になっていますけれども、今よく議論

になっています、生活保護を申請するときに扶養の照会をするというふうなことで議

論がされています。それがネックになって申請を躊躇するというような人もいるとい

うことですが、実際そういうことを私も以前にお聞きしたことありますけれども、須

崎市の今の対応はどんなふうになっていますか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝扶養の照会ということですが、生活保護の申請に来られた場合、

扶養調査も一応しなければならないということになっておりまして、本人からの、申

請者からの聞き取りですよね、本人がいれば親、子供がおれば子供とか、親兄弟、子

供にどういう扶養の可能性があるかどうかの聞き取りを行っております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝本人に聞き取りを行うという程度に留めていますか、それとも相手方への
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その照会ですね、問合せですね、そういうことについては、どんなふうにされていま

すか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝それはケース・バイ・ケースで対応しております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝是非そこについては本人の意向も尊重しながら、そのことによって、扶養

照会をされる故に申請を躊躇するというふうなことがあってはいけないと思います。 

でも、私は、基本的には、やっぱりそれはしないというふうな方向で、扶養照会は

しないという方向で、やっぱり行くべきだというふうに思いますので、 

そんなに須崎市の場合には、私が知る範囲では、強引ではないかなというふうに思

っていますけれども、そこについては是非そんな方向に向けて、目指していってほし

いというふうに思います。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１６６ページですけれども、この就労準備支援事業費を社協に委託をして

いますということですけど、実績というのはどんなふうになっていますでしょうか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝令和元年度の実績になりますが、就労支援準備事業で、相談件数

は延べ１５件ありました。そのうち、支援調整会議に諮って支援決定した方が１人お

ります。以上です。 

○佐々木委員長＝すみません、一応１時間経過しましたが、どうしましょう、休憩いた

しますか。この通常どおり１０分休憩しますか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝そしたら、この際１０分間休憩いたします。 

 

午前１１時１１分 休憩 

午前１１時２１分 再開 

 

○佐々木委員長＝それでは時間になりましたので、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝１７１ページですが、これは生活保護の状況ですが、今の、最近の、と言

いましょうか、 

これ予算額は同じですが、受給者の状況はどのようになっていますでしょうか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝生活保護受給者の状況ということでございますが、本年１月末現

在での受給者は、４５９世帯で５８１名、保護率は２８．２パーミルとなっておりま

す。以上です。 
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○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝最近、やっぱり増えているというような傾向にありますでしょうか。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝最近は、ちょっと若干減少傾向にあります。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１２５ページです。１２５ページの中山間地域ホームヘルパー養成事業費

ということで、これは新たに、新規に始めるということですが、何人ぐらいのその養

成を考えていますか。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝具体的に何人という数字はまだ想定しておりませんけれども、令

和元年度に社会福祉協議会に委託して実施した事業がございまして、そちらのほうは

６名を養成をさせていただきました。 

でも、須崎市内はホームヘルパーの事業所が少なくて、担い手も少ないところがあ

りますので、できたら、希望的には５名ぐらいを育成したいなというところでござい

ます。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝１８３ページですが、これは、例えばですね、環境保全課長にお尋ねしま

すけれども、おうちがごみ屋敷みたいになっているというような相談もあっていると

思うんですが、やむを得ずして行政がその処理に、環境保全課が乗り出さざるを得な

いということもあろうかと思うんですが、そのような実態というのは、どんなふうに

把握をされていますか。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝ごみ屋敷の相談につきましては、実態としては年に数件程度の相

談があっております。 

環境保全課の対応といたしましては、まず、個人の敷地内なので、なかなかそこに、

そこのごみを手をつけることというのはなかなか課題があって、整理しなければなら

ないところもあるのかなというところで、対応としては、現時点では、そのごみ屋敷

の御自宅にお伺いをさせていただきまして、近所のほうからこういういろいろ苦情が

出るとか、そういうことを話している中で、一定は片づけしてほしいといって、指導

といいますか、お願いといいますか、そういった話はさせていただいております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝須崎市内の中に。そういう実態があるというふうなことは、今、環境保全

課長のほうから触れられたわけですが、そういうことにならないように、そのおうち

が、生活能力と言ったほうがいいのか分からないんですけれども、そういう部分でち

ょっと気にかけなければいけない家庭ということになろうと思いますが、そういった

ことについては、他の課になると思いますけれども、連携をしながら、それをどうす
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るかと、もう環境保全課が一部処理せざるを得ないような状況になる手前にですよね、

生活指導みたいなことで関わっていくというふうなことで対応する必要があるんじ

ゃないかと思いますけど、それについてはどんなふうにお考えでしょうか。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝現時点におきましても、それぞれの所管課で関わっているケース

については、それぞれの担当部署と連携しながら、先ほど言ったような訪問指導とい

いますか、そういったものはさせていただいております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝是非よろしくお願いしたいと思います。 

 １９０ページです、これは猫対策事業費ということで新規事業になっていますが、

具体的にはどんなふうにこの事業を進めていかれる予定ですか。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝この事業につきましては、令和３年度から新たに実施しようとす

る事業でございまして、補助金なんですけども、猫の不妊または去勢手術に対して、

１匹につき５，０００円の補助をしようとすることを考えています。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝市民の中には、自分で、猫が可愛いからっていうふうなことで、野良猫を

自分のところに近づけて、馴らして、可愛がって、でも、それで地域の周辺の人から

いろいろ言われて、でしょうね、こういった対策も取らなければならないというふう

なこともあると思うんですけど、そこら辺については、何か条件をつけて、市民から

見た公平感っていうことも担保しなければいけないと思うんですが、そこら辺はどん

なふうに気をつけてやろうというふうに思いますか。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝申請書を提出していただく段階で、例えば野良猫であれば、餌を

やるだけではなくて、例えばトイレの管理とか、例えばその付近の掃除もしてくださ

いとか、そういったことを申請の条件にしようかなということを現在考えています。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝ぜひ、市民の目から見て、そういった不公平感がないような、指摘される

ようなことがないような対応というふうなことで、この予算の使い方についてはよろ

しくお願いします。 

 ３０２ページです。学校教育課ですが、この事業の詳細を見ていったときに、役務

費で英検の受験料、委託料でＧ－ＴＥＣ受験料でありますが、これは具体的にどうい

うふうなことでしょうか。 

例えば、英検の受験料は、子供さんが受験する時に補助をするとか、あるいは、教

職員のことなのか、そして、その下のＧ－ＴＥＣの受験料というのもどんなふうなこ

となのかをお聞きします。 
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○佐々木委員長＝学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝お答えします。Ｇ－ＴＥＣは、子供たちの英語能力を測るための

受験で、毎年やっております。英検につきましては、今年度初めてつけているんです

が、コロナの関係でなかなかＧ－ＴＥＣ等もできなかったので、今年の中学３年生に

限って英検の受験料を補助しようとするものです。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝それは、中３に限ってということは、希望者全員を対象にするということ

ですか。 

○佐々木委員長＝学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝この計上しています予算は、中学３年生全員で、準２級と３級と

ありますので、どちらでも受けれるような形にはしております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝この委託料のＧ－ＴＥＣっていうふうなところは、結局そのタブレットを

使っていろいろやるということなんですけど、じゃないですかね、このタブレットを

使ってやることじゃないですね、Ｇ－ＴＥＣは。 

○北川学校教育課長＝違います。 

○豊島委員＝ちょっと説明してください、すみません。 

○佐々木委員長＝どうしますか、暫時休憩しますか。 

○北川学校教育課長＝そうですね。ちょっと具体的に受けたことがないので。 

○佐々木委員長＝暫時ちょっと休憩します。 

 

午前１１時３２分 休憩 

午前１１時３４分 再開 

 

○佐々木委員長＝休憩前に引き続き、会議を開きます。 

学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝Ｇ－ＴＥＣは、中学２年生全員を対象に受ける検定でございまし

て、パソコン等を使いまして英語の技能を検定しておるものでございます。 

それが成績に反映されるっていうものではなくて、個々の英語の技能がどれぐらい

習得できているかっていうものを測るものでございます。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝それは分かりました。 

 そしたら、３０９ページのＧＩＧＡスクールサポーター業務委託料というところが

ありますけど、委託先はどこになりますか。 

○佐々木委員長＝学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝ＧＩＧＡスクールサポーターの委託先は、現在のところ富士通イ
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ンフォテックさんの中のＣＥさんのほうにお願いをしております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝３６２ページ、図書館です。図書館等複合施設整備事業費ということで大

きな予算が計上されています。図書館建設が具体化するなというところを思うところ

ですけれども、先だっての全員協議会でしたね、説明がされまして、図面もいただい

たところですが、どこまで市民の意向とかが反映されているのかなっていうのについ

ても、まだ市民の皆さん方に問わないと分からないっていうようなところもあると思

いますけれども、今後の進め方ですが、どんなふうにされていくだろうというふうに

お聞きしたいです。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝進め方でございますが、基本計画の案をできるだけ早く作成いた

しまして、設計も同時並行では進むんでございますが、基本計画の案が皆様にお示し

できる段階で、議員の皆様及び市民の皆様に意見をお聞きする場を設けたいと考えて

おります。大体、９月末ぐらいには、やりたいと考えております。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝本当に大きな事業、予算が大きいわけですから、その予算がそれに見合う

かどうかっていうのも、ここから先、まだ議論もしていく必要があると思いますが、

一応、約２５億というふうに言われていますけど、一つ気になるのは、この多目的ホ

ールと今の文化会館の大会議室の使い分けといいましょうか、あそこに文化会館の大

会議室というところがあって、それよりもまだ少し大きい一室、一つの部屋を、間仕

切りなしのを造って、どういうふうな使い方するだろうっていうふうなことを非常に

不透明な部分もあると思うんです。不透明といったら、これはコロナの関係でです。

市民の皆さん方が密を避けるとかいうふうなことはよく国からも言われているわけ

で、一旦このコロナが終息した後での新しい生活様式の中での市民の意向ですね、市

民に限らん、住民のといいましょうか、皆さん方のそういった施設に対する意向、そ

れは図書館部分もそうですが、多目的ホールについても、まだまだ分からない点もあ

るというふうに思ってるところでして、そこら辺は市民の意見もやっぱり聞きながら、

いろんな議会なんかでも十分に議論をしながら、この事業を進めていく必要があるの

ではないかなっていうふうに思います。 

 例えば、まだ詳細は分かっていないから何と言っていいか分かりませんけど、文化

会館の全体のその後の管理運営について、年間にやっぱり５，０００万円を出してい

るわけですよね。そして、今度の図書館についてもどんなふうになるだろうと、その

多目的ホールは防音にするだろうというふうに思いますけれども、その維持管理費な

んかがどれぐらいになるだろうとかいうふうなことについてもちょっと示していた

だく必要がある。だから、示された段階で、もしかしたら、計画変更もあり得るとい

うような、そんなこともあるでしょうか。 
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○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝不確かなお答えは、なかなかしにくいところではございますけれ

ども、基本計画・基本設計でお示しして、その案ができた段階で、今申し上げたとお

り、市民の皆様、また議員の皆様にお示しして、意見はいただきたいとは考えており

ます。ただ、今、豊島委員がおっしゃったとおり、コロナのこともございます。それ

から、コロナ以降どうなるかというところもございますが、建物的には、文化会館の

１．５倍という施設規模は目指していく計画でございます。文化大会議室、コンベン

ションホールという今、仮称で呼ばせていただいていますが、その広さについては、

１．５倍の規模を目指しております。 

 その理由といたしましては多々あるんですが、文化会館のほうが今、稼働率８０％

ぐらいをずっと３年ぐらいキープしているんですが、その文化会館の大会議室が入れ

ないというイベント等もございまして、それはお断りしているという状況もございま

す。 

先だって市長がお答えしたとおりでございますので、そういうことも踏まえて、文

化会館の大会議室の１．５倍のコンベンションホールを計画したいという方針でござ

います。以上でございます。 

○佐々木委員長＝豊島さん。 

○豊島委員＝文化会館の稼働率が高いということについては、私も今までも何度も何度

も指摘もしてきたところですけど、でも、だから、今の「交流ひろばすさき」の会議

室を大きくしたらどうかというような意見も申し上げてきたところですけど、 

使っている利用団体なんかをよく見たら、やっぱり相当、須崎市だったり、そうい

った行政に関するところも多分に利用しておって、ここの会議室が、保健福祉センタ

ーの会議室が使えなくなったというふうな状態で、結構あの文化会館の大会議室を現

在は使っているというような現状にあるかと思いまして、本当にそういう使い方をし

ている時に、指定管理料としては一般の、この、業者の人も使うような、そういう状

況を前提とした使用料金がずっと設定もされてきているわけで、そこら辺も非常にこ

う、ここから先、２つの施設に大きな維持費が要ったら大変だなというふうなことも

私は心配をするところですが、是非そういった市民の意見を今後聞いていくという場

をやっぱり重ねて持っていただくように、要望をしておきたいというふうに思います。

要望ですけど、よろしゅうございますでしょうか。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝先ほどもお答えいたしましたが、意見聴取の場は設けたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

 西村さん。 

○西村委員＝すみません、環境保全課長、猫対策事業に３０万円、先ほど答弁でやり取
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りしておられた中で、野良猫についても餌やりをやって、トイレか何かを世話したら

それを対象にされるみたいなことも、ちらっと伺ったように思いますけど、この野良

猫というのは餌づけ自体が、やはり今、社会問題であって、近年、この高知県におい

ては、動物愛護団体等々の圧力もあり、殺処分は数年間行われていないのはやっぱり

現状だと思います。 

それは否定をするわけではないですが、片や困っている方もたくさんいるというよ

うな認識もやっぱり持っていただかんといかんと思いますので、この辺の、まず、猫

対策というのは、野良猫をいかに少なくするかとか、そういうことを鑑みてですよね、

簡単にその野良猫で餌づけして、トイレやったらそれを対象にするって、それはちょ

っと僕は違うんじゃないかなというふうに思います。その辺の解決をかっちりしてい

ただきたいと思いますが、そこについてどうでしょうか。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝まず野良猫対策についてですが、まず補助を申請する段階で、今

言いました餌をやるのであれば、きちんとその野良猫を管理してほしいというところ

の、例えばトイレの世話であるとか、それから周辺の掃除であるとかですが、そうい

ったものを申請書、申請している段階で、そういう条件をつけようというのを今考え

ています。 

 それと併せて、西村委員御指摘の部分については、今、物すごく野良猫自体が増え

ている。その原因が、やはり猫自体が捨てられているとか、あるいは、その捨てられ

た野良猫についても、年に例えば子供を産むのが２回から３回、１回子供を産むのに

３匹から５匹程度生まれるという中で、恐らくかなりの野良猫が増えてきているんじ

ゃないかという認識をする中で、この補助金と併せて、これは須崎市だけではなくて、

やはり県、主は福祉保健所なんですけども、とも連携しながら、一定、地域猫活動と

いう言い方をしているんですけれども、そういったその野良猫を地域でどのように管

理しているか、これ以上猫を増やさないとか、そういったものを、補助金、補助制度

と併せて、そういった対策をやっていこうかなということで今考えています。 

 その一つとして、今回の補助金、まずは子猫をこれ以上増やさないというのが、と

いう一つの目的の中で、今回こういう補助制度を設けさせていただいたということで、

それと併せて地域の、地域猫活動という言い方しているんですけど、地域の中の野良

猫をどういうふうにしていくかという問題は、この補助制度も併せて、別建てで、今

後、環境保全課のほうとして検討していきたいと思いますし、そのためには県のほう

の、今ありました動物愛護の方針、計画、指針ですとか、あるいは、その取組みなん

かもありましたので、そういった県との連携も図りながら、今後、野良猫の対策を進

めていきたいのかなというふうに考えております。 

○佐々木委員長＝西村さん。 

○西村委員＝環境保全課長のその御認識とか、それ、本当理解しますけど、一つ提案で
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すが、この野良猫について、ただ餌をやってトイレだけ管理するんで、そのまま助成

するじゃなくてですよね、野良猫を飼い猫として扱ってもらうというような確約まで

やっぱり取っていただきたいなと思うんですよ。餌づけ自体がやっぱり僕も問題だと

思いますんで、それをやった上に、野良猫であっても飼い猫と一緒ですよというよう

な認識の中で補助金を使うのであればいいですけど、単にそこに、その辺にいる野良

猫に餌をやって、トイレだけ替えますよ、それで補助金出しますよというのは、ちょ

っとその辺どうかなというような思いもします。 

野良猫で困っている人はたくさんおります。庭へ入ってきて糞をしたりとか、糞尿

の問題とかで、そういうことを含めてですよ、先ほどいろんな流れのこともお聞きし

ましたんで、それもありがたい話だと思いますが、ひとつ、ちょっと頭の中に入れて

おいてもらいたいなというような思いもしております。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝現在、まだ申請書の様式をつくって、今、作成中なので、ちょっ

と西村委員の御提案いただいたものをどこまで踏み込んで書き切れるか、その、誓約

書方式にするのか、単なるお願い事の文書にするのか、ちょっとその辺は、今いただ

いた御意見を踏まえて、こちらのほうで考えたいと思いますので。 

○佐々木委員長＝ほかにございませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝採決する前に、一言申し上げます。 

私は、基本的にこの予算に反対するものではありませんけれども、やっぱり、この

マイナンバーカードに関する予算が計上されていますので、そういった点から、この

予算に賛成できません。 

○佐々木委員長＝それは、いわゆる反対の意思表明ということですね。 

 それでは御異議がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○佐々木委員長＝賛成多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２１号 令和３年度須崎市スクールバス特別会計予算につい 

て 
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○佐々木委員長＝続きまして、市議案第２１号令和３年度須崎市スクールバス特別会計

予算についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝市議案第２１号令和３年度須崎市スクールバス特別会計予算に

ついて御説明いたします。 

 別冊 議案書の７０ページ、須崎市特別会計予算書の２１ページからでございます。 

 まず、第１条で、歳入歳出予算の総額を ８８２万２，０００円と定め、 

第２条では、一時借入金の最高額を ６００万円と定めることとしております。 

 次に、２５ページ、歳出でございます。 

第１款 スクールバス事業費 ８３２万１，０００円、 

内訳は、車検時の修繕料 １１万円、車検代行手数料や任意保険料に １３万３，０

００円、バス運行委託料 ７８３万７，０００円、バス駐車場用地の賃借料 ２０万１，

０００円、重量税 ２万５，０００円、事務費 １万５，０００円でございます。 

 第２款 公債費には、バス買換えのための起債借入れに対する利息分として １，０

００円を、 

第３款 予備費として ５０万円を計上いたしております。 

これに充当する財源としまして、２４ページの歳入では、 

第１款  第１項 使用料を ９０万円、 

第２款 繰入金として一般会計から ７９２万２，０００円を繰り入れることといた

しております。 

 以上、よろしくお願いします。 

○佐々木委員長＝説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ないようですので、採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２２号 令和３年度須崎市国民健康保険特別会計予算につい 

て 

 

○佐々木委員長＝ 続きまして、市議案第２２号令和３年度須崎市国民健康保険特別会



令和３年３月定例会 教育民生委員会 

 

50 

計予算についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市議案第２２号令和３年度須崎市国民健康保険特別会計予算につき

まして御説明いたします。 

 別冊 令和３年度須崎市特別会計予算書２９ページからでございます。 

第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ ２９億９，５４４万４，０

００円と定めております。 

第２条で、一時借入金の借入れの最高額を３億円と定め、 

第３条では、歳出予算の流用について定めております。 

 それでは、４０ページを御覧ください。 

歳出から御説明いたします。 

第１款 総務費は、職員の人件費などの総務管理費、国保税の徴税費、運営協議会

費など ６，０４７万９，０００円を計上しております。 

第１項 総務管理費 第１目 一般管理費の職員人件費を除く一般管理費 １，１８３

万２，０００円の主な内訳は、 

国保連合会電算事務手数料 ２１５万１，０００円、 

国保基幹システム改修委託料 ２７５万円、 

これは平成３０年度の税制改正が令和３年に施行されたことに伴います電算シス

テム改修費でございます。 

レセプト点検委託料 ３６１万７，０００円、 

電子計算機器利用負担金 ６９万８，０００円などでございます。 

第２目連合会負担金は ５０１万円でございます。 

 第２項 徴税費は、国保税を賦課徴収するための経費としまして、 

電算機器利用負担金 ８６万５，０００円、 

高幡広域市町村圏事務組合負担金 ７０６万８，０００円などで、 

９３５万４，０００円となっております。 

 第３項 運営協議会費は、須崎市国保運営協議会への委員出務報酬で ２０万７，０

００円を計上いたしております。 

 第２款 保険給付費は、療養諸費、高額療養費、移送費、出産育児諸費、葬祭諸費、

傷病手当金に ２０億９，９５０万８，０００円を計上しております。 

第１項 療養諸費に １７億９，２０２万９，０００円は、一般被保険者療養給付費

に １７億７，１９０万１，０００円、退職被保険者等療養給付費に １，０００円、

一般被保険者療養費に １，３９７万４，０００円、退職被保険者等療養費に １，０

００円、審査支払手数料に ６１５万２，０００円でございます。 

 第２項 高額療養費 ２億９，１９７万１，０００円は、一般被保険者高額療養費に
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２億９，１８６万９，０００円、退職被保険者等高額療養費に １，０００円、一般

被保険者高額介護合算療養費 １０万円、退職被保険者等高額介護合算療養費 １，０

００円でございます。 

 第３項 移送費 １０万１，０００円は、一般被保険者に １０万円、退職被保険者

等には １，０００円を計上いたしております。 

 第４項 出産育児諸費に １，２６０万７，０００円、 

第５項 葬祭諸費に １８０万円、 

第６項 傷病手当金に １００万円を計上いたしております。 

退職被保険者等分が全て１，０００円となっているのは、枠取りで計上いたしてお

ります。退職被保険者制度は、終了に伴い、現在、対象者はおりませんが、遡及して

対象となる場合があるためでございます。 

 第３款 国民健康保険事業費納付金は ７億８，３９５万３，０００円で、昨年度よ

り ３，９０７万５，０００円の減額となっておりますが、これは主に被保険者の減

少や令和元年度分の前期高齢者交付金の精算分が県に追加交付されたことによるも

のでございます。 

内訳としましては、 

第１項 医療給付分 ５億４，３５５万３，０００円。 

第２項 後期高齢者支援金等分は、後期高齢者医療などに係る保険者の負担金で、

後期高齢者支援金等分として １億６，９４１万８，０００円。 

第３項 介護納付金分が ７，０９８万２，０００円でございます。 

 第４款 共同事業拠出金は、退職医療の国保連合会への共同事業負担金の委託料で

１，０００円を計上いたしております。 

 第５款 保健事業費は、特定健康診査等事業費及び保健事業費で ３，９３５万１，

０００円を計上いたしております。 

第１項 特定健康診査等事業費の内訳でございますが、 

特定健康診査事業費は、協力員謝礼や事務費、特定健康システム事務データ等管理

手数料のほか、特定健診委託料、特定健診受診勧奨支援業務委託料などに ２，２２

５万２，０００円。 

特定保健指導事業費は、特定健診の結果により積極的支援、動機づけ支援の保健指

導を行うもので、報償費や事務費のほか、委託料など に２９３万７，０００円。 

生活習慣病予防対策支援事業費は、栄養士等専門職員による訪問、啓発、受診勧奨

等の実施のための会計年度任用職員の経費、受診勧奨協力員謝礼などに ３９２万８，

０００円。 

次のページを御覧ください。 

健康教育事業費は、運動教室や健康教育などの事業経費と健康パスポート利用促進

経費などに ２６万９，０００円。 



令和３年３月定例会 教育民生委員会 

 

52 

歯科保健指導事業費は、歯科指導を行う際の費用に ８９万６，０００円を計上い

たしております。 

 続きまして、第２項 保健事業費 ９０６万９，０００円の内訳でございますが、 

第１目 保健衛生普及費は、医療費通知処理手数料のほか、ジェネリック医薬品の

差額通知業務委託料などに要する経費に６０１万９，０００円、 

第２目 高額療養費貸付事業費は、高額療養費貸付事業の貸付金と委託料を合わせ

まして ３０５万円を計上いたしております。 

 第６款 基金積立金は、基金の利子積立てとして １，０００円。 

第７款 公債費は、一時借入金利子として １，０００円。 

第８款 諸支出金は、国保税の還付金及び還付加算金として、一般被保険者分 ２０

０万円、退職被保険者等分 １５万円を計上いたしております。 

第９款 予備費は １，０００万円を計上いたしております。 

 これにより、歳出予算の総額を ２９億９，５４４万４，０００円といたしており

ます。 

 続きまして、３５ページを御覧ください。 

歳入でございます。 

第１款 国民健康保険税として ５億６，４４４万３，０００円を計上いたしており

ます。 

内訳としましては、 

一般被保険者国民健康保険税を ５億６，４４３万３，０００円、 

退職被保険者等国民健康保険税を １万円としております。 

 第２款 使用料及び手数料は、国保税の督促手数料などで ４０万１，０００円。 

 第３款 県支出金 ２１億２，３５６万８，０００円は、 

医療費に要する保険給付費の財源として普通交付金に ２０億８，４００万円と、 

保険者努力支援分等の特別交付金に ３，９５６万８，０００円 

を計上いたしております。 

 第４款 財産収入 １，０００円は、基金利子収入です。 

 第５款 繰入金は、一般会計からの繰入金で ２億９，７２７万円。 

内訳としましては、 

保険基盤安定繰入金(軽減分)としまして、１億１，６８９万６，０００円、 

保険基盤安定繰入金(支援分)としまして、６，５２０万３，０００円、 

職員給与等繰入金が ５，６０７万８，０００円、 

助産費繰入金が ８４０万円、 

財政安定化支援事業繰入金が ４，０６９万３，０００円、 

その他繰入金としまして １，０００万円でございます。 

 第６款 繰入金として１，０００円。 
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 第７款 諸収入は ９７６万円で、 

内訳としまして、 

第１項 国保税延滞金加算金及び過料として ３００万円を計上いたしております。 

第２項 雑入は ６７６万円で、 

第三者障害医療費納付金として、一般分を ３００万円、退職分を ５万円。 

医療費返納金としまして一般分を ５０万、退職分を １万。 

また、高額療養費貸付金受入の ３００万円、 

雑入として ２０万円を計上いたしております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝皆さん、昼になりましたがどうしましょうか。通常どおり休憩取りま

すか。 

○西村委員＝取らんと無理やろ、もう。執行部もあれ３０分まで終わらんでしょう、１

時回らへんですか、これ、まだ裏もありますよ、陳情もありますよ。 

○豊島委員＝いけるろう、続いてやれませんか。 

○高橋委員＝ちょっと３０分じゃ、無理じゃないかな。 

○佐々木委員長＝そうしたら、もう昼休み１時間取りますか。 

○西村委員＝執行部もええの、御飯も食べんで。もう５０分まで、あと１０分で終わる

というわけにいかんやろ。まあ、ほかの人に聞いてください。 

○佐々木委員長＝そのような意見もありますが、どうですか。委員の皆さんのほうの御

意見は。 

○西村委員＝３０分ぐらいで終わるんやったら、やったら、ええと思うけれど。 

○豊島委員＝陳情に時間かかるが。あんまりかからんが、陳情。 

○西村委員＝それは豊島さん次第。 

○豊島委員＝いや、そしたら終わると思いますよ。 

○佐々木委員長＝豊島さんは終わると思いますということです。 

○西村委員＝豊島さんが終わる言うたら、やったらええ。 

○豊島委員＝陳情で時間かからんかったら。 

○佐々木委員長＝執行部はどうですか、何か昼休み御予定がある方はおりますか。 

  〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝続行して構いませんか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝では、続行させていただくということで、よろしいですか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝今、市民課長のほうから説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 
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○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２３号 令和３年度須崎市後期高齢者医療特別会計予算につ 

いて 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第２３号令和３年度須崎市後期高齢者医療特別会

計予算についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝続きまして、市議案第２３号令和３年度須崎市後期高齢者医療特別会

計予算につきまして御説明いたします。 

 特別会計予算書５３ページからでございます。 

第１条で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１，４０１万３，０００円

と定め、第２条で、一時借入金の借入れの最高額を１億円と定めております。 

 それでは、６０ページを御覧ください。 

歳出から御説明いたします。 

第１款 総務費は、総務管理費及び徴収費として ２，３５４万９，０００円を計上

いたしております。昨年度より １，０５８万４，０００円の増額となっております

が、これは人事異動に伴う人件費の増額によるものでございます。 

第１項 総務管理費は、人件費のほか、システム利用料などの事務経費としまして

２，２５７万８，０００円、 

第２項 徴収費として ９７万１，０００円を計上いたしております。 

 第２款 後期高齢者医療広域連合納付金は、保険料などの納付金として ３億８，８

８６万２，０００円。 

第３款 諸支出金は、保険料に係る還付金として １１０万２，０００円。 

第４款 予備費につきましては、５０万円計上しております。 

 続きまして、５７ページ、歳入でございます。 

第１款 後期高齢者医療保険料としまして ２億７，１０８万８，０００円を計上し

ております。 

第２款 使用料及び手数料は、保険料の督促手数料などで １０万１，０００円。 
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 第３款 繰入金は、一般会計からの繰入金 １億３，１２２万２，０００円です。 

次のページを御覧ください。 

内訳としましては、 

事務費繰入金 １，３５４万９，０００円、 

保険基盤安定繰入金に １億１，７６７万３，０００円を計上いたしております。 

第４款 繰越金として １，０００円、 

第５款 諸収入では、保険料延滞金などで １，１６０万１，０００円を計上いたし

ております。昨年度より １，０４０万円の増額となっておりますが、これは令和３

年度４月より、須崎市の職員が広域連合へ派遣となることに伴う人件費分の増額とな

っております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝以上、説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ないですか。 

 ないようですので、採決いたします。本案を原案のとおり可決することに御異議あ

りませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２７号 令和３年度須崎市介護保険特別会計予算について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第２７号令和３年度須崎市介護保険特別会計予算

についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝長寿介護課です。よろしくお願いいたします。 

市議案第２７号令和３年度須崎市介護保険特別会計予算について御説明いたしま

す。 

 議案書７６ページ及び別冊 令和３年度須崎市特別会計予算書９７ページからでご

ざいます。 

別冊、須崎市特別会計予算書の９７ページをお願いいたします。 

令和３年度須崎市介護保険特別会計の予算につきましては、 

第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２７億４，３００万３，０００円と定め

ようとするものでございます。 
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第２条で、一時借入金の借入れの最高額を２億円と定め、 

第３条で、歳出予算の流用について定めております。 

 それでは、１０８ページの歳出から御説明いたします。 

第１款 総務費は、職員人件費等の総務管理費、介護認定審査会費など ６，２９８

万６，０００円を計上しております。 

内訳といたしまして、 

第１項 総務管理費は ２，６５５万１，０００円で、主に人件費でございます。 

第２項 徴収費は １４２万５，０００円で、６５歳以上の第１号被保険者の介護保

険料の徴収に関する経費でございます。 

 続きまして、１０９ページ、 

第３項 介護認定審査会費は ３，５０１万円で、 

内訳としましては、 

第１目 認定調査等費 ２，９６７万円、 

１１０ページ、 

第２目 認定審査会負担金 ５３４万円でございます。 

 第２款 保険給付費は、前年度比 ５，８７８万２，０００円減の２５億１，１５７

万３，０００円を計上しております。 

内訳といたしましては、 

要介護１から要介護５までの方を対象とした介護サービス費であります。 

第１項 介護サービス等諸費 ２２億４，２９３万３，０００円、 

１１１ページ、 

第２項 介護予防サービス等諸費 ６，９７９万円は、要支援１、２の方を対象とす

る介護予防サービス費でございます。 

 第３項 その他諸費 ３００万円は、国保連合会への審査支払手数料でございます。 

第４項 高額介護サービス等費 ６，５１０万円は、利用者負担が高額になった場合、

申請により一定額以上を給付するものでございます。 

 続きまして、１１２ページ、 

第５項 高額医療合算介護サービス等費 １，０３０万円は、介護保険と医療保険の

両方の利用負担を年間で合算し、高額になった場合、限度額を超えた分を支給するも

のでございます。 

第６項 特定入所者介護サービス等費 １億２，０４５万円は、低所得の方が施設サ

ービスを利用した場合の食事に要した費用や、居住または滞在に要した費用の一部を

給付するものでございます。 

 次に、第３款 地域支援事業費は、前年度比 ４３０万４，０００円減の １億６，

５９１万円を計上しております。 

内訳といたしましては、 
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第１項 介護予防・生活支援サービス事業費は、前年度比 ５３７万５，０００円減

の ８，３３７万４，０００円で、介護予防・日常生活支援総合事業の「訪問型サー

ビス」や「通所型サービス」の実施等に要する費用及び「介護予防プラン」の作成に

要する費用等でございます。 

１１３ページ、 

第２項 一般介護予防事業費 １，７２５万７，０００円は、介護予防に関する啓発

や、各地域で行われていますいきいき百歳体操の実施等に要する費用でございます。 

 続きまして、１１４ページ、 

第３項 包括的支援事業・任意事業費は、前年度比 ８８２万円増の ６，４８４万

７，０００円を計上しております。 

１１５ページ、 

第１目 包括支援センター総務費 ４，１４２万４，０００円は、職員人件費のほか、

地域包括支援センターの社会福祉協議会への委託料等でございます。 

第２目 総合相談・権利擁護事業費 ２５万１，０００円は、高齢者の虐待防止や権

利擁護などに要する費用でございます。 

１１６ページ、 

第３目 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費 １２万円は、住まいや医療、

介護予防、生活支援など、包括的ケア体制を構築していくための研修会講師謝金など

でございます。 

第４目 任意事業費 ６９２万８，０００円は、介護給付費適正化事業費や家族介護

支援事業費、成年後見人制度に係る事業費等に要する費用でございます。 

 続きまして、 

第５目 在宅医療・介護連携推進事業費 ３８万４，０００円は、在宅医療と介護連

携のための研修及び啓発に係るものでございます。 

１１７ページ、 

第６目 生活支援体制整備事業費 ３９６万７，０００円につきましては、生活支援

コーディネーターの配置や協議体の設置運営等に要する費用でございます。 

続きまして、 

第７目 認知症施策推進事業費 １，１４１万２，０００円につきましては、職員人

件費のほか、認知症初期集中支援推進事業費 １１４万３，０００円及び認知症地域

支援・ケア向上事業費 ３８４万９，０００円の合計となっております。 

続きまして、１１８ページ、 

第８目 地域ケア会議推進事業費 ３６万１，０００円は、多職種の方の協働による

個別の事例検討等を行う個別ケア会議の開催費用でございます。 

 １１９ページ、 

第４項 その他の諸費 ４３万２，０００円は、国保連合会への介護予防・日常生活
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支援総合事業に係る審査支払手数料でございます。 

 次に、 

第４款 基金積立金 第１項 基金積立金 ３万１，０００円は、介護財政調整基金の

利子の同基金への積立金でございます。 

 第５款 公債費は、一時借入金の利子として ５０万円を計上しております。 

 続きまして、 

第６款 諸支出金として １００万３，０００円は、第１号被保険者の過年度分の保

険料還付金等でございます。 

 １２０ページ、 

第７款 予備費と して１００万円を計上しております。 

 続きまして、１０３ページからの歳入について御説明をいたします。 

第１款 保険料は、第１号被保険者の介護保険料 ４億６，８０７万３，０００円。 

 第２款 使用料及び手数料は、督促手数料など １３万円を計上しております。 

 １０３ページから１０４ページ、 

第３款 国庫支出金 

介護保険給付費負担金、調整交付金、地域支援事業交付金、保険者機能強化推進交

付金、介護保険保険者努力交付金で７億９７０万５，０００円、 

その内訳につきましては、 

第１項 国庫負担金 ４億３，７３６万２，０００円が保険給付費に係る国の負担分、 

第２項 国庫補助金 ２億７，２３４万３，０００円は調整交付金、地域支援事業交

付金、保険者機能強化推進交付金でございます。 

 続きまして、 

第４款 支払基金交付金は ７億５４０万７，０００円で、社会保険診療報酬支払基

金からの介護給付費交付金及び地域支援事業支援交付金でございます。 

 続きまして、１０５ページ、 

第５款 県支出金は、４億４００万８，０００円で、介護給付費負担金、地域支援

事業交付金で、 

その内訳といたしまして、 

第１項 県負担金 ３億７，８８９万７，０００円は介護給付費負担金、 

また、第２項 県補助金 ２，５１１万１，０００円は地域支援事業交付金でござい

ます。 

 続きまして、 

第６款 財産収入は、財政調整基金積立金の利子収入 ３万１，０００円を計上して

おります。 

 １０６ページに移りまして、 

第７款 繰入金 ４億５，５６４万７，０００円につきましては、 
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第１項 一般会計繰入金は ４億５，００４万５，０００円で、 

主なものとしましては、 

第１目 介護給付費繰入金 ３億１，３９４万６，０００円は保険給付費の１２．５％

を市が負担するものでございます。 

第２目 低所得者保険料軽減事業繰入金 ４，７５１万２，０００円は、低所得者の

保険料を軽減するために要するもので、 

第３目及び４目は、地域支援事業繰入金で合計 ２，５１１万１，０００円。 

第５目 その他一般会計繰入金 ６，３４７万６，０００円は職員給与費、事務費に

係る繰入金でございます。 

 １０７ページ、 

第２項 基金繰入金は、財政調整基金からの繰入として ５６０万２，０００円を計

上しております。 

 最後になりますが、 

第８款 諸収入は、保険料の延滞金などで ２，０００円を計上しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝私、一般質問でも、国の住民の負担増を求めるというふうなことでのこの

変化、非常に心配をしておりますけれども、そういうことを、本当に１０万円以上を

年金もらっている人が特別養護老人ホームの多床室などに入所しておれば、今現在で

もほとんどぎりぎり生きているのに、あと２万２，０００円上がれば、これは年金以

上になるというふうなことじゃないかなというふうに思っています。だから、ここに

ついて、この介護保険会計の中でどうやってできるかということを本当に限られてく

ると思いますけれども、やっぱり国に向けてですよね、そういったことに対する異議

の申立てみたいなことも本腰でやっぱり言っていかないと、住民の命を守れないし、

市としてもですよね、介護保険財政そのものが成り立たないということになるんじゃ

ないかなと思いますが、どんなふうにお考えでしょうね。 

本当に、国に言っていくしかないんじゃないかなと思うんですけど。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝委員おっしゃるとおり、負担が増えていくのは今回の報酬改定で

私どものほうも分かっておりますので、また他市町村でありますとか県とも連携しな

がら、その辺、要望も上げていく場面が出てくるかとは思います。その状況を一旦見

ていこうかなというふうには考えております。 

○佐々木委員長＝豊島委員。 

○豊島委員＝一応３年間の利用状況などを勘案をして、この現状、あるいは、いろんな
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事業計画が出されていますけれども、その３年間の中でも、やっぱり必要があれば見

直しをすると、事業の在り方なんかについても予算が伴ってくるわけですが、見直し

をするということも若干においてはあり得ることですか。これ、がんじがらめですか、

今回こういった事業をするから、こういった予算が必要ですということでこの予算が

出されてきていますよね。けれども、それは場合によっては、見直さざるを得ないと

いうような場面も出てくるというような予算ですかね。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝今時点で、この予算を見直すというような状況にはないと思って

おりますけれども、来年度からの事業運営の中で見ていきたいというふうには考えて

おります。あくまで介護制度の中で決まっているものになっておりますので。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので、採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第２９号 令和２年度須崎市一般会計補正予算（第１１号）に 

ついて 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第２９号 令和２年度須崎市一般会計補正予算

（第１１号）についてのうち、当委員会付託分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市民課です。市議案第２９号別冊 令和２年度須崎市一般会計補正予

算（第１１号）につきまして、市民課所管分の御説明をいたします。 

 別冊 補正予算書の１９ページでございます。 

第２款 総務費 第３項 戸籍住民基本台帳費 第１目 戸籍住民基本台帳費、 

報償費 ３００万円の補正は、地方創生臨時交付金事業費（マイナンバーカード普

及促進事業費）としまして ２，０００円相当の商品券、１，５００枚分を購入する

ため、更正しようとするものであります。これは、第３号補正予算により購入いたし

ました約１，０００枚の商品券が、令和３年１月７日に全て配布が終了したためでご

ざいます。 
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需用費 ８万円の補正は、マイナンバーカード普及促進事業について広報するため

の封筒やチラシ、印刷代などでございます。 

役務費 ５万６，０００円の補正は、マイナンバーカード普及促進事業に係る郵送

料でございます。 

備品購入費 ８１万２，０００円の補正は、氏名や住所変更に伴いますマイナンバ

ーカード裏面記載事務のための専用プリンター一式の購入費でございます。 

 次に、２０ページを御覧ください。 

第３款 民生費 第１項 社会福祉費 第１目 社会福祉費総務費 

繰出金の ８７４万１，０００円の更正減は、国民健康保険特別会計繰出金で保険

基盤安定事業や財政安定化支援事業などの減額によるものです。 

第５目 老人福祉費のうち説明欄、下段ですが、 

後期高齢者医療事業費更正が ２２５万３，０００円は、令和２年度分負担金の確

定による後期高齢者医療療養給付費負担金の １２１万円の増額と、基盤安定繰出金

の確定による後期高齢者医療特別会計繰出金の １０４万３，０００円の増額による

ものでございます。 

 次に、５ページを御覧ください。 

第２表、繰越明許費補正でございます。 

第２款 総務費 第３項 戸籍住民基本台帳費、地方創生臨時交付金事業費（マイナ

ンバーカード普及促進事業）３６０万円につきましては、事業の目的としております

２０％のマイナンバーカードの交付率に対しまして、令和３年度２月末の交付率が 

１５．１８％の事業進捗状況でございまして、翌年度に繰り越す必要が生じましたこ

とから繰越しをお願いするものでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝それでは、福祉事務所が所管いたします３月補正予算を職員人件

費の部分を除き御説明いたします。 

２０ページでございます。 

 ３款 民生費 １項 社会福祉費 １目 社会福祉総務費で １，２１７万９，０００円

減額更正のうち、社会福祉協議会運営補助金で、主に人件費に係る分について２８万

３，０００円減額更正しております。 

続きまして、 

３目 障害者自立支援給付費で ３００万円でございますが、児童発達支援、放課後

等デイサービス給付費の不足が見込まれるものであります。 

その下、 

４目 障害者地域生活支援事業費 ５０万円でございますが、ストマなど日常生活用

具給付事業費の不足が見込まれることにより、補正をお願いするものでございます。 
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以上です。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝長寿介護課です。よろしくお願いいたします。 

別冊 補正予算書２０ページ、 

第３款 民生費 第１項 社会福祉費 第５目 老人福祉費、 

貸出用備品、ＤＶＤプレーヤー購入費として １万７，０００円の増額、 

福祉タクシー事業費で １８０万円減額のほか、 

住宅改造支援事業費で １９９万８，０００円、 

老人施設入所措置費で ７２０万円、 

高知県福祉避難所指定促進等事業費で １０万円、 

それぞれ決算見込みにより減額するものでございます。 

 第８目 介護保険推進事業費につきましても、決算見込みに基づき、介護保険特別

会計繰出金を ８６１万７，０００円減額するものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝健康推進課長。 

○森光健康推進課長＝続きまして、健康推進課分につきまして御説明いたします。 

別冊 補正予算書２３ページを御覧ください。 

第４款 衛生費 第１項 保健衛生費 第２目 予防費 １，０００万円の補正は、地方

創生臨時交付金事業費（ワクチン接種体制強化事業）といたしまして、ワクチン接種

に協力していただける市内の医療機関に対して協力金を交付することによって、医

療機関によるワクチン接種体制を強化しようとするものです。 

 次に、同じく 

第４目 医療対策費 ７００万円の補正は、同じく地方創生臨時交付金事業費（検査協

力医療機関特別対策事業）といたしまして、発熱等の症状があるとき、身近な医療機

関で検査できる体制を構築していただいております市内７か所の新型コロナウイル

ス感染症検査協力医療機関に対しまして、これまでの協力、また、今後も継続して検

査体制を構築していただくために協力金を交付し、医療機関を支援しようとするもの

でございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

第２表、繰越明許費補正でございます。 

先ほど説明をいたしました 

４款 衛生費 第１項 保健衛生費の両事業につきまして、事業が次年度にわたりま

すことから、事業費の繰越しを行うものであります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝環境保全課長。 

○嶋﨑環境保全課長＝環境保全課です。職員人件費以外のものにつきまして御説明いた
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します。 

 補正予算８ページの第３表、債務負担行為でございます。 

新年度開始前に事業受託者と契約を締結する必要がございますので、 

固形燃料化ごみ収集業務委託につきまして議決日から令和３年度までの期間、  

６，０３９万９，０００円を限度として債務負担行為を起こそうとするものでござ

います。 

また、同様に 

不燃ごみ収集委託業務につきましては ３，３２５万７，０００円を限度として、 

分別収集に係るコンテナ集配業務委託につきまして ８２４万円を限度として、 

可燃物等見廻り業務委託につきまして ３７１万円を限度として、 

それぞれ債務負担行為を起こそうとするものでございます。 

 それから、昨年９月に火災事故が起きましたクリーンセンター横浪の早期の復旧に

着手しなければならないことから、クリーンセンター横浪火災復旧事業といたしまし

て ４億円を限度とし、債務負担行為を起こそうとするものでございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝子ども・子育て支援課長。 

○中山子ども・子育て支援課長＝子ども・子育て支援課です。よろしくお願いします。 

それでは、補正予算書の２１ページをお願いいたします。 

人件費を除きます３月補正について御説明させていただきます。 

 ２１ページです。 

３款 民生費 ２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費についてであります。 

子育て支援金支給事業費 １５万円につきましては、年度内の出産１人分が不足し

たための補正でございます。 

児童扶養手当事業費 １，１００万円の減額更正につきましては、当初の見込みよ

り該当となる方が少なかったことによるものです。 

子育て医療応援事業費 ３７０万円の減額更正につきましては、コロナ感染症の影

響で受診を控えられたということや、また、高額医療の戻りが多かったことなどが要

因となっております。 

 ひとり親家庭自立支援給付事業費 ５５３万円の減額更正につきましては、事業の

給付対象者が当初５人を想定しておりましたが、対象者がなかったことから全額を減

額するものでございます。 

ひとり親家庭医療費 ８０万円の減額補正につきましては、利用者が少なかったこ

とによります更正減でございます。 

ひとり親世帯臨時特別給付金事業費 ５００万円の減額更正につきましては、実績

見込みによります減額でございまして、新型コロナウイルス感染症対策におけます緊

急対応であったことから、国の示した金額で予算計上したための不用額でございます。 
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 次に、２２ページをお願いいたします。 

２目 児童措置費についてでございます。 

保育協会補助金 ３３１万５，０００円の更正減につきましては、実績見込みによ

ります減額でございます。なお、協会運営費の ８５万２，０００円の増額につきま

しては、おひさま保育園の開園時の警備費として ３０万円、理事長の社会保険料 ３

０万円、開園となった園舎の火災保険料等 ２５万円となっております。 

 児童手当給付費 １，８１０万円の減額更正につきましても、同様に実績に基づき

ます更正でございます。 

次に、児童手当を支給している世帯を対象に、１人１万円を給付する 

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費 １３５万円の減額更正につきましても、

実績に基づきます更正です。 

 次に、３目 保育園費をお願いいたします。 

公立保育園運営事業費更正、吾桑保育園修繕工事費 ３８万円の補正につきまして

は、園庭の土止め工事と遊戯室の舞台床の改修工事に係る工事費でございます。 

公立保育園耐震改修事業費更正、吾桑保育園耐震補強工事施工監理委託料 １００

万円の減額につきましては、実績によります不用額でございます。 

次に、安和保育園管理運営委託料 ７９万円の減額につきましては、保育士の育児

休業延長によります人件費見合い分の減額となっております。 

保育所等新型コロナウイルス感染症対策事業費 ３５０万円の補正につきましては、

市内の７つの保育園の延長保育事業に対します感染症対策のための事業費でござい

まして、各園が５０万円となっております。 

 次に、飛びまして、２９ページをお願いいたします。 

２９ページ、 

１０款 教育費 ４項 社会教育費 １目 社会教育総務費についてでございます。 

放課後児童クラブ推進事業費 ５８３万円の減額更正につきましては、指導員の加

配配置を手厚くするために３つのクラブに対しまして、各１人の上乗せの配置を予定

しておりましたが、雇用に至らなかったこと等が主な原因となっております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝学校教育課長。 

○北川学校教育課長＝学校教育課関係の補正予算書の２７ページ、 

１０款 教育費 １項 教育総務費からでございます。 

第２目 事務局費で人件費を除く分を御説明いたします。 

事務局費 更正減 ４７０万円は、学校施設長寿命化計画策定業務の委託料で入札に

よる減額。 

地域改善対策進学奨励貸付金等事務費 更正 ３万２，０００円は、需用費の増でご

ざいます。 
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学ぶ意欲を育む教育の充実事業費 １０９万円の減額は、本年度予定をしておりまし

た事業分がコロナ感染症のため中止となりましたので、それぞれ減額をするものでご

ざいます。 

地方創生臨時交付金事業費 １９万７，０００円は、需用費の増額で、就学時健診用

のグローブ等、コロナ感染対策衛生消耗品でございます。 

 続いて、２８ページ、 

第２項 小学校費でございます。 

１目 学校管理費で、小学校管理費更正、 

消耗品費 １５８万４，０００円は、机の天板や給食の拠点校方式に係る消耗品、ま

た、急を要する修繕等、電気料 １７３万円は、実績見込みによる増額でございます。 

地方創生臨時交付金事業費は、国の３次補正の感染症対策等のための学校教育活動

継続支援事業で、市内各小学校毎に ８０万円、多ノ郷小学校は １２０万円の需用費

の更正でございます。 

同事業の修学旅行支援事業費 更正減は、コロナ感染症で修学旅行が中止となった

ときのためのキャンセル料を予算化していたものですが、不用になった分を減額する

ものでございます。 

 ２目 教育振興費でございます。 

地方創生臨時交付金事業費（ＧＩＧＡスクール構想環境等整備事業）で、入札によ

り ７８５万円の減です。これは９月補正で予算化を図り、大型提示装置やタブレッ

トＰＣ充電用保管庫等を整備したものでございます。 

 次に、第３項 中学校費に移ります。 

２９ページです。 

１目 学校管理費で ２１７万４，０００円の増額です。 

中学校管理費更正では、電気料が見込みにより ４８万３，０００円、 

備品購入費で机、椅子購入費として １７万７，０００円の計６６万円、 

また、地方創生臨時交付金事業費で各校に８０万円、それぞれ増額をしております。 

地方創生臨時交付金事業費は、不用となった修学旅行のキャンセル料 ２４８万６，

０００円を減額いたしております。 

２目 教育振興費では、小学校費と同様、ＧＩＧＡスクール構想環境等整備事業で、

入札により ４６０万円の減でございます。 

 続きまして、７ページ、繰越明許費補正について御説明いたします。 

１款 教育費 第２項 小学校費で ３９２万３，０００円は、ＧＩＧＡスクール構想

におけるＩＣＴ環境整備のうち、転送装置、タブレット用プリンター、ヘッドホン等

で、校内のネットワーク環境や個別回線整備を行った上で、実際の環境の下で使用の

可否を確認する必要があったため、翌年度に繰り越して調達を行う予定のものでござ

います。 
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地方創生臨時交付金事業費は、学校教育活動継続支援事業で、予算が確定したから

の事業となり、期間に余裕がないことから、各校 ８０万円、多ノ郷小学校 １２０万

円、全額を繰り越すこととしております。 

 ３項 中学校費も、小学校費と同様で、 

ＧＩＧＡスクール構想におけるＩＣＴ整備事業等で ２０７万７，０００円、 

地方創生臨時交付金事業で各校８０万円を全額繰り越すものでございます。 

学校施設環境改善交付金事業費は、朝ヶ丘中学校のトイレ大規模改造工事で、年度

内の工事完成に至らなかったことから、既に業務が委託完了している設計業務を除く

予算を繰り越すものでございます。 

 ８ページ、債務負担行為補正を御覧ください。 

下から２段目、３段目の 

セキュリティーソフト使用料については、 

議決日から令和８年度まで 

小学校費で ８２１万９，０００円、 

中学校で ４７４万１，０００円を債務負担しようとするものです。 

これは、本来ネットワーク環境の整備が令和２年度に完了し、１人１台端末の運用

が令和３年度から開始されますが、その環境においても円滑な利用が実現できるよう、

学校ごとに個別回線の整備を行っております。 

そのセキュリティーを確保するため、合同入札によるフィルタリングライセンスを

令和３年５月から令和８年度までの５年間において調達を行う予定としております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝生涯学習課分について説明します。 

２９ページでございます。 

４目 図書館費で、地方創生臨時交付金事業で １２４万４，０００円の更正は、図

書購入費等でございます。 

 ７ページに戻っていただきたいと思います。 

第２表、繰越明許費更正、 

４項 社会教育費、地方創生臨時交付金事業費、先ほどの図書購入費等で １２４万

４，０００円を繰り越す必要が生じましたことからお願いするものでございます。 

 最後、８ページ、 

第３表、債務負担行為補正でございます。 

一番下でございます。 

上分交流会館指定管理業務委託を３年間指定管理者に委託しようとしておりまし

て、 

議決日から令和５年度までの期間、 
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３，４３５万円を限度として債務負担行為を起こそうとするものでございます。 

よろしくお願いします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

 ないようですので、採決いたします。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝この予算にも、マイナンバー関連がありますから、予算に反対をいたしま

す。 

○佐々木委員長＝御異議がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○佐々木委員長＝賛成多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３１号 令和２年度須崎市国民健康保険特別会計補正予算 

（第２号）について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３１号令和２年度須崎市国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市議案第３１号令和２年度須崎市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）につきまして御説明いたします。 

 予算書の４４ページを御覧ください。 

歳出から説明します。 

歳出予算額につきましては、補正はなく、歳入予算の新型コロナウイルス感染症に

係る補助金などの補正に伴う財源更正のみとなっております。 

 続きまして、４２ページを御覧ください。 

歳入でございます。 

第１款 国民健康保険税 第１項 国民健康保険税 第１目 一般被保険者国民健康保

険税 ３５万５，０００円の減額は、現年課税分の補正でございます。 

内訳としましては、 

医療給付費現年課税分が ２１８万７，０００円の更正減、 

後期高齢者支援金現年課税分が １４２万５，０００円の更正、 
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介護納付金現年課税分が ４０万７，０００円の更正となっております。 

 続きまして、 

第３款 国庫支出金 第１項 国庫補助金 第２目 災害等臨時特例補助金 ４４５万

７，０００円の補正は、新型コロナウイルス感染症に係る国保税減額分の更正でござ

います。 

 第４款 県支出金 第１項 県補助金 第１目 保険給付費等交付金、特別交付金の ４

６３万９，０００円は、同じく、新型コロナウイルスに係る国保税減額分の特別調整

交付金分の更正でございます。 

 第６款 繰入金 第１項 他会計繰入金 第１目 一般会計繰入金 ８７４万１，０００

円の減額は、保険基盤安定繰入金等の確定に伴う一般会計からの繰入金の更正でござ

います。 

内訳としましては、 

保険基盤安定繰入金の減額分が ３２２万５，０００円の更正減、 

支援分が ３１９万４，０００円が更正減、 

財政安定化支援事業繰入金が ２７６万２，０００円の更正減、 

その他繰入金が ４４万円の更正でございます。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

 ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３２号 令和２年度須崎市後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号）について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３２号令和２年度須崎市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 市民課長。 

○松浦市民課長＝市議案第３２号令和２年度須崎市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）につきまして御説明いたします。 
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 別冊 須崎市補正予算書の４５ページでございます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １０４万３，０００円を

追加し、総額はそれぞれ ４億９２４万円とするものでございます。 

 ４９ページをお願いいたします。 

歳出から御説明いたします。 

第２款 後期高齢者医療広域連合納付金 第１項 後期高齢者広域連合納付金 第１

目 後期高齢者納付金、負担金補助金及び交付金の １０４万３，０００円の補正は、

保険料などを原資として広域連合へ納付する後期高齢者医療広域連合納付金の更正

によるものでございます。 

 続きまして、歳入でございますが、 

３款 繰入金 第１項 一般会計繰入金 第２目 保険基盤安定繰入金 １０４万３，０

００円の増額は、保険料の軽減に対する繰入金などである保険基盤安定繰入金の更正

によるものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３４号 令和２年度須崎市介護保険特別会計補正予算（第３ 

号）について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３４号令和２年度須崎市介護保険特別会計補正

予算（第３号）についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝市議案第３４号令和２年度須崎市介護保険特別会計補正予算（第

３号）について御説明いたします。 

 議案書８３ページ及び別冊 令和２年度須崎市補正予算書の５７ページからでござ

います。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ ７，２８２万９，００
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０円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ ２７億６，４４２万３，０

００円とするものでございます。 

 それでは、６４ページの歳出より御説明いたします。 

歳出につきまして、 

第１款 総務費 第１項 総務管理費 第１目 一般管理費 ２２１万円の減額は、職員

人件費の更正減。 

第３項 認定審査会費 １８２万５，０００円の減額は、職員人件費及び認定調査等

費の更正減でございます。 

 第２款 保険給付費につきましては、それぞれ決算見込みに基づきまして、 

第１項 介護サービス等諸費 ６，１２８万３，０００円の減額、 

６５ページ、 

第２項 介護予防サービス等諸費 ３７３万２，０００円の増額は、 

第１目 介護予防サービス給付費 増額更正及び 

６６ページ、 

第４目 介護予防サービス計画給付費の減額更正によるものでございます。 

 第４項 高額介護サービス等費 ５３５万６，０００円は更正増、 

第５項 高額医療合算介護サービス等費 １００万円につきましても更正増でござ

います。 

 ６７ページ、 

第３款 地域支援事業費につきましては、それぞれ決算見込みに基づき更正するも

のでございます。 

 第１項 介護予防・生活支援サービス事業費 ４３０万円の減額、 

第２項 一般介護予防事業費 ７６７万５，０００円の減額、これは特に本年度につ

きましてコロナ感染拡大防止のため、ゆうゆう大学等の介護予防事業が開催できなか

ったことなどによるものでございます。 

 ６８ページ、 

第３項 包括的支援事業・任意事業費 ５６２万４，０００円の減額、 

合わせて １，７５９万９，０００円を減額更正するものでございます。 

 続きまして、６１ページの歳入につきましては、 

第３款 国庫支出金を １，４２２万５，０００円の減額、 

６２ページ、 

第４款 支払基金交付金を １，７０５万６，０００円減額、 

第５款 県支出金を ６７４万７，０００円減額し、 

第７款 繰入金につきましても 

第１項 一般会計繰入金を ８６１万７，０００円 

第２項 基金繰入金を ２，６１８万４，０００円それぞれ減額し、 
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合わせて ３，４８０万１，０００円を減額するものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝サービスが減額になっていますが、基本的にはやっぱりコロナのことで、

コロナの影響を受けてサービスを利用しなかった、あるいは、地域支援事業なんかも

しなかったということでしょうか。 

○佐々木委員長＝長寿介護課長。 

○吉本長寿介護課長＝委員おっしゃるとおりでございます。 

○佐々木委員長＝ほかにありませんか。 

 ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３６号 指定管理者の指定について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３６号指定管理者の指定についてを議題といた

します。 

 執行部の説明を求めます。 

 福祉事務所長。 

○井上福祉事務所長＝市議案第３６号指定管理者の指定について御説明いたします。 

 議案書８５ページでございます。 

「須崎市障害者社会参加促進施設」の管理業務について、地方自治法第２４４号の

２第３項 の規定に基づき、須崎市山手町１番７号、特定非営利活動法人 ゆら・らを

指定管理者に指定することにつきまして、同条第６項の規定に基づき議決をお願いす

るものでございます。 

 現在地で、平成２８年４月から令和３年３月末まで指定管理者として指定を行って

まいりましたが、その期間が終了いたしますので、引き続き指定管理者として指定を

しようとするものでございます。 

指定期間につきましては、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までとしてお

ります。指定期間を１年とすることにつきましては、通所を希望する利用者の減少等
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もあり、同施設の有効活用について見直す時期に来ていると考えておりまして、指定

期間を１年とし、同施設の今後の有効活用について検討していくものであります。 

以上です。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３７号 指定管理者の指定について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３７号指定管理者の指定についてを議題といた

します。 

 執行部の説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○岡本生涯学習課長＝市議案第３７号指定管理者の指定について御説明いたします。 

 議案書では８６ページでございます。 

この議案は、施設名称「須崎市立上分交流会館」の管理等、地方自治法第２４４号

の２第３項の規定に基づき、須崎市上分丙３４４番地の２、上分地区地域自主組織を

指定管理者に指定することにつきまして、同条第６項の規定に基づき議決をお願いす

るものでございます。 

 指定期間につきましては、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間

でございます。 

以上でございます。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 
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――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第３８号 指定管理者の指定について 

 

○佐々木委員長＝続きまして、市議案第３８号指定管理者の指定についてを議題といた

します。 

 執行部の説明を求めます。 

 子ども・子育て支援課長。 

○中山子ども・子育て支援課長＝市議案第３８号指定管理者の指定について御説明いた

します。 

 議案書の８７ページでございます。 

本議案は、「須崎市立吾桑保育園」の管理等につきまして、地方自治法第２４４号

の２第３項の規定に基づきまして、須崎市山手町１番７号、社会福祉法人 須崎市保

育協会を指定管理者に指定することにつきまして、同条第６項の規定に基づきまして

議決をお願いするものでございます。 

 保育園の統廃合を進めていく中で、吾桑保育園につきましては、安和保育園と同様

に地域の活性化の観点で、児童数が２０人を切るまで継続して運営することを決定し

ておりますが、令和３年度には市の正規保育士が２人になりまして、直営での運営が

難しいことから、安和保育園と同様に指定管理者制度によりまして、須崎市保育協会

に管理運営をお願いするものでございます。 

 なお、指定の期間につきましては、保育協会側から指定管理の施設が２園になるこ

とから、まずは１年という申出がございまして、令和３年４月１日から令和４年３月

３１日までの１年としております。 

以上です。よろしくお願いいたします。 

○佐々木委員長＝説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝ないようですので採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  陳情第２１号 「妊産婦医療費助成制度創設」を求める陳情書《継続》 
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○佐々木委員長＝続きまして、陳情の審査に入ります。 

 既に陳情文書と陳情文書表などをお配りしておりますので、陳情書の朗読は省略を

いたします。 

 陳情第２１号「妊産婦医療費助成制度創設」を求める陳情書《継続》を議題といた

します。 

 この陳情につきましては、県議会に対して同様の趣旨の請願が出され、取り下げて

いることから、その情報を収集するため継続審査とすべきという意見が出されまして、

賛成多数で継続審査となっております。 

 経過について事務局より報告をいたします。 

○堅田事務局員＝報告をします。 

２月９日に請願の提出者である高知県社会保障推進協議会の事務局長に連絡を取

り、県議会への請願を取り下げたことの理由について確認したところ、反対の議員が

多く、否決される可能性があったためとのことでした。 

 なお、お手元にお配りしている資料に、これまでの委員会での審査経過をまとめて

います。 

以上です。 

○佐々木委員長＝それでは、委員の皆さんの御意見をお伺いをしたいと思います。 

 豊島さん。 

○豊島委員＝これは、陳情は２つの項目がありますが、私は両方とも、とても重要なこ

とだと思いますが、でも参考に添付してくださっています理念のその意見書案では、

県議会に、県知事に対して一つだけ、この制度の創設を求めるというふうなことにな

っていますので、陳情書を趣旨採択をして、それで趣旨は採択するが、県議会への、

県知事への要望は、この裏の１項目にとどめるというふうなことで、趣旨採択をした

らどうかというふうに思います。 

○佐々木委員長＝今、豊島さんのほうから御意見が出ましたが、ほかに。 

○西村委員＝委員長、まとめてください。どういうあれですかね。 

○佐々木委員長＝まとめるといいますと。 

○西村委員＝趣旨採択という内容、１は残すいうことですか。 

○佐々木委員長＝豊島さんその辺のところをちょっと、もう一回……。 

  〔「休憩」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木委員長＝暫時の間、休憩いたします。 

 

午後 １時０１分 休憩 

午後 １時１４分 再開 
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○佐々木委員長＝そうしたら、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 西村さん。 

○西村委員＝須崎市議会においても、２回のこの議会継続というようなことで、いろい

ろその県の流れ等々調べていただきました。 

県の陳情においても取下げをされているというような経過もございますので、この

市町村で財政的な面から考えてもちょっと厳しいという思いがございますので、不採

択ということでお願いします。 

○佐々木委員長＝高橋さん。 

○髙橋（立）委員＝私も不採択ということですが、先ほど休憩中にもちょっと言いまし

たけど、不完全な形でこれを採択していいのか、趣旨採択していいのかというのは、

かなり疑問がありますので、先ほど西村委員が言われた経緯も踏まえて不採択とした

ほうがいいと思います。 

○佐々木委員長＝現在、趣旨採択の御意見と、それから不採択の御意見が出ております。

そういったことから、挙手により採決をいたしたいと思います。 

 それでは、陳情第２１号を挙手により採決をいたします。 

 本陳情を趣旨採択とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○佐々木委員長＝挙手少数でありますので、よって、本陳情は不採択とすべきものと決

しました。 

 以上で教育民生委員会に付託された件に対して終了いたしますが、そのほか皆さん

のほうから何かありませんか。 

 ないようでしたら、以上で終了いたします。 

 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○午後 １時１６分 閉会 


